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第一章　あやまちのLast Night




「どうしてこんなになるまで飲むんだよ、お前は」

「す、すみません……」

　酔いつぶれて朦朧とする意識の中、私は彼の背中にしがみつきながら、なんとか謝罪の言葉を口にした。

　彼が長い脚を一歩踏み出すごとに大きな背中がゆらゆらと揺れて、私の体も揺さぶられる。

　彼の左手が私のお尻に触れていて、ちょっとドキドキしてしまうけれど、この場合、支えてくれているわけだから、彼にやましい気持ちなんて一ミリもないだろう。

　……ああ、どうしてこんなになるまで飲んじゃったんだろう。

　飲み会で派手に酔っぱらうのはいつものことだけれど、今日ばかりはいくらなんでも飲みすぎたと後悔していた。




　三月の最終日、営業二課の送別会。

　二次会、三次会と、苦手なお酒を注がれるがまま無理やり喉の奥に流し込んでいたら、気がつけばひとりで歩くことすらままならなくなっていた。

　タクシーに押し込まれ、自宅マンションの前まで辿り着いたはいいが、そこから部屋までの道のりは彼のおんぶに頼らざるをえなかった。

「まったく……上司をなんだと思ってる」

　マンション前の階段をせっせと上りながら、私の下の彼がぼやく。

「ほら、しっかりしがみついてろ。落ちるぞ」

　しがみつけと言われても、酔っ払いの私には結構な重労働だ。気を抜いたら落っこちてしまいそう。

「……お姫様抱っこにしてもらえませんか？」

「寝言は寝て言え」

「……冗談です」

　飲み会で酔いつぶれた私を家まで運ぶのは、いつの頃からか彼の役目になっていた。

『どうせ今日も神かん崎ざきくんに家まで送ってもらうんだろ？　いっそのこと、前もって鍵を預けておけばいいんじゃないか？』

　部長の鶴のひと声で、飲み会の前には、あらかじめ彼に鍵を預けておくことが習慣となった。

　彼はスーツのポケットからキーケースを取り出して、慣れた手つきでパネルに鍵を差し、オートロックを解錠した。

　当初、彼は嫌がって『なんで俺がお前の家の鍵を持ってなきゃならないんだ』と抵抗したけれど、私に合鍵を預けられ、飲んで、翌朝返すというやりとりを繰り返しているうちにあきらめがついたらしい。

　そのうち、私に鍵を返すことすら面倒くさくなってしまったらしく、いつの間にかこの合鍵は彼の所有物になった。

　恋人でもなんでもない上司に合鍵を渡すなんて、女性としてどうなのかなぁ、とも思うのだが、どうせほかに鍵を渡すような相手もいないことだし、今では彼も観念して鍵を持ち続けてくれているから、深く考えないことにする。

　……それに、鍵を持ってくれているのが彼なら、私は全然嫌じゃないし、むしろ……。

　勝手に頬が熱くなってきて、たまらず彼の首筋にきゅっと抱きついた。大きくて引き締まった彼の体のラインを全身に感じて、余計にのぼせてしまいそうだ。

　……おんぶしてもらえて嬉しいなんて言ったら、怒るだろうなぁ……。

　飲み会のたびに酔うのは、彼に家まで送ってほしいから。少しでもふたりになりたくて、好きでもないお酒を目一杯飲んでしまうのだ。

　とはいえ、フラフラする程度ならともかく、自力で歩けないほど酔ってしまうなんて。さすがに反省している。

　エレベーターを待ちながら、彼はずり落ちてきた私を背負い直しては文句をこぼした。

「歩けなくなるほど飲むなんて、俺に喧嘩売ってるとしか思えないな」

「いつもはギリギリ歩けますもんね？」

「『ね？』じゃない。それとも、これがお前なりの、俺への餞別か？」

　胸がきゅっと痛んだのは、酔っぱらっているせいではないだろう。

　こうして彼が私を家まで送ってくれるのは、今日で最後になる。だからこそ、こんなになるまでヤケ酒してしまったわけで……。

「神崎さんがいけないんです。あんなにガバガバ飲むから……」

「弱いくせに張り合うな」

　なんだか悔しくなって、彼の耳のうしろに頬を寄せてぎゅっとしがみつく。

　突然別れを突きつけられた、こっちの気持ちも知らないで……。

「……これからはビール一杯にしとけ。もう俺は送ってやれないんだから。ほかの奴に迷惑かけるなよ」

「神崎さんがいなくなったら、逢あい沢ざわさんに送ってもらおうかな」

「あいつはやめとけ」

「どうしてですか？」

「狼だから」

「逢沢さんが狼ぃ？」

　神崎さんと逢沢さんは同期入社で、営業二課のエースの座を争っていたふたりだ。

　仕事の腕もさることながら、ルックスも一流で、社内の女性人気を二分している。

　神崎さんが直感的で雄々しいタイプである一方、逢沢さんは流れる水のようなしなやかさを持つ、冷静で論理的なタイプだ。

　どちらかといえば狼は神崎さんの方で、逢沢さんは言うなれば優しくて穏やかな草食動物だと思うのだけど。

「羊の間違いじゃありませんか？」

　軽く受け流す私に、彼はため息をひとつ。

「お前は警戒心がなさすぎる。毎度毎度思うんだが、男をあっさり家の中に入れてんじゃねぇよ」

「神崎さん以外に入れてませんよ？」

「それが問題だって言ってるんだ」

「神崎さんは私を襲いたいんですか？」

「……安心しろ。お前なんか間違っても襲わない」

　すっかり私の部屋の位置まで覚えてしまった彼は、三階に着くと迷いなく奥から二番目の扉の前に立ち、鍵穴に鍵を差し入れた。

「……誰にしたって、こんな罰ゲームみたいなことやらせるんじゃない。俺だけにしておけ」

「……すみません」

　彼は玄関を開けて足を踏み入れると、入ってすぐの廊下に荷物を置き、私が下りやすいように腰を落とした。

「ほら、着いたぞ。さっさと下りろ」

　彼の言葉に従おうとしたところで、ふと動きを止める。

　このまま下りてしまったら、ありがとうございました、はい、さようならで彼は帰ってしまうだろう。

　……それで、いいの？　もう二度と会えなくなるかもしれないのに？

　自問自答した挙句、なんとか別れの時間を引き延ばそうと、必死に頭を巡らせる。

「こんなところに下ろされたら、風邪引いちゃいます」

「……どこまで運べばいいんだよ！」

　悪態をつきながらも、彼は私のパンプスを脱がし、寝室まで運んでくれた。意外と面倒見がいいらしい。

　いや、意外ではないか。この五年間、彼はブツブツと愚痴をこぼしながらも、ずっと私の面倒を見続けてくれたのだから。

　二言目には「面倒くさい」と漏らしていたけれど、彼はたいして出来のよくない私を一度だって見捨てなかった。

　敏腕、そして出世頭と称され、三十歳という若さで課長にまで上り詰めた彼。

　対して、五年経っても平社員のままの、うだつの上がらない私。

　優しさに甘え続けてきた五年間。

　彼の存在は遠くて、愛おしくて、同時に自分が情けない。

「神崎さん……」

　こうして甘えられるのも今日で最後かと思うと、目の奥がじんと熱くなってきた。

　初めて出会ったときから彼は、上司であると同時に成熟した男性で、私の知らないあらゆることを知り尽くした、大人の男だった。

　それでいて、私をからかうときの意地悪な表情はあどけなく、たまに見せてくれる笑顔は私の心をとろけさせた。

　憧れに似た恋に堕ちるまで、一年とかからなかった。

　仕事というオブラートで想いを包み込み、ひた隠すこと五年。

　今、その恋が、気持ちも告げぬまま、あっさりと終わりを迎えようとしている。

「咲さき島しま？」

　ベッドの上に私を下ろし、座らせた後、顔を覗き込むように彼がしゃがむ。

　真っ暗な部屋の中、開いたドアから漏れる玄関のオートライトだけが、私の姿をうっすらと照らし出している。

　暗いとはいえ、濡れた瞳の陰影くらいは捉えられたはずだ。

「……なんて顔してんだよ」

　彼が迷惑そうに顔をしかめる。ほんの少しだけ、申し訳なさそうにも見えた。

「急にどこかへ行っちゃうなんて……ひどいです」

　あまりにも急に降って湧いた、彼の転職話。噂によると、大きな会社から引き抜かれ、たいそうなキャリアアップをするらしい。おめでたいことだけど、私にとってはショック以外のなにものでもなかった。

　こんなことを言っても困らせるだけだとわかっているのだが――。

「ずっとそばに置いてくれるって言ってたじゃないですか……」

　平社員の私だけれど、昇進の話がなかったわけではない。部署内の別チームへ異動する代わりに、主任を任せてくれるというお誘いもあった。

　でも、私は断った。主任になるよりも彼の下で働ける方が幸せだったから。

　ただ、彼と一緒にいるだけでよかったのに。残された私は、これから先、なにを目標に頑張ればいいのだろう。

　彼の袖をきゅっと掴んで引き止めると、彼は驚いたように目を見開いた。

　けれど――。

「……悪い。最後まで育ててやれなくて」

　熱のこもった大きな手で私の指先を包み込み、そっと袖から引き剥がした。

　まさか謝られるとは思わなくて、たまらず唇をかみ締める。

　違う、そんなことを言ってもらいたいんじゃない。

　首をぶんぶんと横に振る私に、彼は憐むような瞳を向けた。

「……五年間も俺の下に縛りつけて、申し訳なかったと思っている」

　なにを誤解しているの？　彼のそばに居座り続けたのは、私が望んだことなのに。

「そうじゃなくて……！」

　彼の存在は圧倒的だった。私の五年間が、丸ごと彼色に染められてしまうほどに。

　もちろん、仕事のうえでも、ひとりの男性としても、特別な……。

「神崎さん……私っ……」

　近くにあったシーツをぎゅっと握り締めて、この気持ちのやり場を探す。

　私はなにを言おうとしているのだろう。なにを言えばすっきりするのだろう。自分でもよくわからないまま、じっと彼の瞳を見つめ続ける。

　私の視線を受け止める彼の顔が、じわりじわりと険しくなって、やがて耐えられなくなったのか、不機嫌な声を絞り出した。

「やめろ。そんな顔するな」

　額に手を当ててうんざりとした様子で立ち上がり、この部屋から出ていくつもりなのか、私に背を向けた。

「待っ……」

　咄嗟に彼のジャケットの裾を掴む。ぎょっとしたように振り返る彼に――。

「い、行かないで……」

　か細い、蚊の鳴くような声で、私は人生最大のわがままをぶつけた。

　もちろん、普段の私はこんなこと絶対に言わない。どちらかというと聞き分けのいいキャラで通っていて、恋愛とか情事とか、そういうのとはほぼ無縁の生活を送ってきた。

　お酒の力を借りたこともあるが、今日が最後という切迫感が私の背中を押したのだ。

　どうせ砕けるなら、当たってから砕けたい。なにもしないまま風化してしまうなんて、嫌……。

　けれど、私の決意は彼に伝わらなかったみたいだ。

　こちらへちらりと視線をよこした後。

「……そういうことを頼むのは、特別な相手だけにしろ。ほら、鍵返すから」

　私に向かって合鍵を差し出す。

　暗闇の中、儚げにキラリと光る合鍵を、私は黙って受け取り、握り締めた。

　もう、鍵、持っててもらえないんだ。

　さよならを突きつけられたようで、どうしようもなく胸が痛んだ。

　呆然とする私をよそに、彼は玄関に向かって歩き出す。

　私、今、もしかして振られたの……？

　うやむやにされた気がして、胸の中がもやもやする。いっそのこと、ハッキリと拒絶された方がマシだ。

「待っ……」

　彼に向かってもう一度手を伸ばしたとき、自分が泥酔していることを思い出した。

　重心が前へ投げ出され、バランスが取れなくなって、咄嗟にベッドの下に手をつくけれど、支え切れずべしゃっとくずおれた。

「きゃっ！」

「咲島！」

　ベッドと床との段差が小さかったせいか、たいして痛くはなかったけれど、彼は慌てて駆け寄ってきて、床に倒れ込んだ私を抱き上げた。

「バカっ……なにやって……」

　思いもよらない形で念願のお姫さま抱っこをされ、至近距離でバチリと目が合ってしまう。

　猛々しいながらも整った顔立ち。こんなに近くで見るのは初めてだ。

　鼓動がドクドクと激しく高鳴り、わけもわからぬまま涙が出そうになる。

「……行っちゃ、嫌です……」

　もう一度、強く呟いて唇をかむ。

　彼は真剣な眼差しで眉をひそめる。彼の喉仏が一度、大きく上下した。

「さっきから自分がなに言ってるか、わかってるのか？」

　私の体を仰向けにベッドへ横たえると、私の顔の右横に勢いよく手をついた。

　ベッドのスプリングが耳のうしろでギッと鳴って、思わずゴクリと乾いた吐息を呑み込む。

　仕事で見せるどんな表情よりも真面目に唇を引き結んで、彼は私をじっと見つめていた。

「言っておくが、俺もかなり酔っているんだ。なにがあっても知らないぞ」

　ついさっき、私のことなんて襲わないって言ったくせに。どうして今さらそんな脅し文句を言うのだろう。

　ただじっと瞳を見つめ返したら、彼は調子を狂わされたように「ちっ」と舌打ちして、目を逸らした。

「……お前の無防備さに腹が立つよ。やらせるつもりのない男を、二度と家に入れるんじゃない」

　立ち上がろうとした彼を、今度は咄嗟にネクタイを引っ張って引き止めた。彼は「うわっ」と呻く。

「なんなんだよお前は！　どうしてほしいんだ」

　どうしてほしいかと言われても……。自分でもなぜこんなことをしているのかわからない。

　ただ、この手を放してしまったら、もう二度と会えなくなるような気がして。それだけは嫌だと思った。

　ネクタイを握り締めて硬直していると、彼の手が私の手に伸びてきて、包み込むように掴んだ。

　ネクタイから引き剥がされたと思ったら、ベッドへと押しつけられ、彼の長い指が、私の指の間に絡まるように滑り込んできた。

「……お前、誘ってるのか？」

　え、と思わず呟く。誘っているように見えるのだろうか。

　もし誘ったとして……応えてくれるの？

　五年間、ずっと一緒に仕事をしてきたが、その間、彼が私を女性として見ていなかったことは百パーセント確実だろう。

　モテモテの彼の隣を独占していたおかげで、女性社員からやっかまれることもあったけれど、『まぁ、相手が咲島さんならある意味安心よね』というところで落ち着くのが常だった。

　最上級な彼が地味で平凡な私を選ぶことは、天地がひっくり返ってもありえないってことらしい。

　そんな片想い、無駄だからさっさとあきらめろと、突きつけられているようだった。

「どうしてほしい？」

　ほろ酔いの、わずかに火照った蠱こ惑わく的な表情が私のすぐ上に近づいてきて、胸の内を探ってくる。

　もしここで、「キスして」とか「抱いて」とか、女らしいことのひとつでも言えたなら、彼は私のことを女性として見てくれるようになるのだろうか。

　仕事で接点のなくなったこの先もずっと、女性としてそばにいさせてくれる……？

　シラフの彼に告白したら九十九パーセント振られるだろうけれど、今の酔っぱらった彼ならば、失恋の確率も七十パーセントくらいに下がっているんじゃないだろうか。

「……五年分の責任……とってください……」

　掠れた声を絞り出して、私は思い切り彼のネクタイを引っ張った。

「咲……島……!?」

　自分の唇のところまで彼のそれを持ってこようとしたのだけれど、わずかに抵抗されて、すんでのところで止まってしまう。

　ふたりの唇の距離は、あと五センチ。

　……不意打ちでキス作戦、失敗だ。

　急に自分の行動が恥ずかしくなってきて、彼に顔も向けられなくなってしまった。

　私のバカ。なんてことしてるんだろう。

　ネクタイから手を離し、彼に背を向けて小さく丸くなった。

「……お酒のせいで、どうかしてました……すみません、行ってください」

　こんな私が、彼とどうこうできるわけないじゃない。

　そのうえ、みっともなくお酒のせいにして。最後の最後まで私、なにやらかしてるんだろ。最低。

　このまま寝たふりをしてごまかしちゃおうかな、なんて考えていたとき。

「……ふざけるなよ」

　彼の冷ややかな声が降り注いで、次の瞬間、強い力で肩を引かれ、仰向けにさせられていた。

　彼がベッドの上に膝をついて、その身を私の上に乗せる。

「これだけされたら、どんなに無欲な男でも襲うって」

　呆れたように吐き捨てて、今度は彼の方から唇を近づけてきた。

　彼のとろけるように柔らかく、熱をもったそれが、私に触れる。

「んぅっ……」

　驚いて目を見開いた。まさか、彼からキスをされるだなんて、考えたこともなかったから。

　湿った彼の唇が、食はむように絡まって、右の端から左の端へ形をなぞり上げていく。

　まるでその味を確かめるように舐めとられて、あっという間に恍惚の底へ落とされた。

　優しくて、艶っぽい。こんな表情見たことない。目の前の彼は、まるで別人のようだ。こんな彼、知らない。

　これは夢？　もしかしたら酔っぱらいすぎて、幻覚を見ているのかもしれない。

　けれど唇の感触だけは鮮明で、胸の内側から快感が呼び起こされるようだった。

　キスって、こんなに気持ちのいいものだったっけ？

　久しぶりだから？　ううん、そうじゃない。彼のは、特別――。

「……おい。大丈夫か」

　あまりに私がされるがままだったせいだろうか、気づけば彼はキスをやめ、私をじっと見つめていた。

　自分の惚けた顔を真正面から見られ、思わず顔が真っ赤になる。

「だ、だめ……見ないで……」

「どうして」

「き、気持ちよすぎて、顔がおかしくなってました……」

　正直に白状してしまった私もどうかしていた。

　が、気づいたときにはもう遅くて、私の恥ずかしい告白を耳にした彼は、口の端をニッと跳ね上げた。

「ほう。お前はこの程度で満足なのか。お子さまだなあ」

　ニヤニヤと意地悪な顔をして、私の唇を親指で撫でる。彼のキスで湿っていたせいだろうか、指先で触れられただけでもビクリと反応してしまう。

「じゃあ、ここから先は、本気でいくぞ」

　本気……？

　硬直する私をよそに、彼がキスを再開する。

　宣言通り、今度は情熱的に――震える唇の隙間に、舌先をねじ込んできた。

　私の中で彼の熱い舌が暴れる。口内を強く撫でつけられたところで、あまりの刺激にぞくりと体が震え上がり、意識がフッと遠のいた。

　息ができないくらい乱暴で、苦しい。と同時に気持ちがよくて、思わず「っんう……」っと喉が喘いだ。

「あ……神崎さ……っ……」

　もがくように大きく息を吸い込むけれど、熱を冷ます前に、すぐさま次の熱を押しつけられる。

　ついていくだけで、やっとだった。なにもできぬまま、弄ばれていると形容した方が近い。

「待っ……て……お願い……」

　救いを求めることしかできない。けれど彼は、私の両頬を掴み、逃げられないように押し上げる。

「俺を煽った責任、とれよ」

　ぐったりと力ない私を、彼は力強い筋肉質な腕で征服するように押さえつけて言う。

「五年分の責任、とれって言ったな。五年は重いぞ。覚悟しろよ」

　そう告げると、キスは唇から首筋へ移動し、鎖骨の辺りをくすぐった。

　彼の指が、この先を求めてくる。私のブラウスのボタンを、上からひとつひとつ外していく。

「三み花か」

　初めて私のことを下の名前で呼んでくれた。胸が張り裂けそうなくらい、嬉しくて、切なくて……。

　部下じゃなくて、女として見てくれるの？

　彼の低く甘い声が、私を特別な女性だと言ってくれたような気がして、喜びに満たされる。

「京けい……吾ご……」

　意を決して、私も彼の下の名前を呼ぶ。

　だって、私の中ではとっくに、彼は上司ではなくてひとりの男だったから。

　恐る恐る彼の顔を覗き込むと、彼は笑うようにふっと息を漏らした。

「まだまだガキのくせに。俺の名前を呼ぶには十年早ぇよ」

　そう笑った彼は、煽るように私の体を激しく求めてきた。

　強引で、自分勝手で、それでいて優しくて心地よい。

　最大限の情熱にわずかな理性を加えて、私の体を壊さないよう丁寧に、けれど傲慢で背徳的に、乱れた感覚を植えつけていった。

　もう私たちはただの上司と部下じゃない。

　彼の特別をもらえた、その充足感がなににも勝って嬉しかった。




　この日、私は彼に全部を捧げた。

　味わったことのない恍惚の中、眠りに落ちかけた私を、彼は「三花」と呼び止めた。

「俺を待てるか？」

　なんのことを言っているのだろうと、私は目を瞬かせる。

　彼はベッドから半身を起こし、いつになく真面目な表情で私を覗き込んだ。

「半年経ったら迎えに来る。それまで、俺を待っていられるか？」

　意味がよくわからなかったけれど、真剣な彼を見て、きっと深い理由があってのことだろうと思った。

「はい」と私は頷く。五年間も想い続けてきたのだ。今さら半年長引いたって、たいしたことない。

「三花」

　彼は、頬をふんわりと緩めると、安心したのだろうか、今まで見せたことのないような柔らかい笑みを浮かべて、私の額にそっと口づけた。

「愛してる」

　彼の囁きに、本当に夢なのではないかと思った。ほしがっていたものを全部与えてくれる彼が優しすぎて怖い。

　彼に包まれて眠りに落ちた夜。

　次に目を覚ましたときには朝になっていて、隣で寝ていたはずの彼の姿はなかった。

　まるで幻でも見せられていたような気分だ。彼との一夜は現実だったのだろうか。

　不安をかき立てられていると、テーブルの上に一枚のメモを見つけた。

【先に行く】

　私のよく知る達筆な文字で殴り書きされていて、ああ、彼がここにいたことは紛れもない現実だったんだと実感した。

　メモ以外に、彼の残り香を感じられるものはなにもなかった。

　ただ、玄関の鍵はキチンとかけられていて、合鍵がなくなっていた。

　合鍵を持っていてくれる――その事実がまるで、再会の約束のように感じられて……。

　いつか迎えに来てくれるなら、いつまででも待とう。

　その約束だけで、これから先、ひとりでも生きていける気がした。







第二章　追懐のLost Days




　四月、新年度の始まりだ。

　この日、私、咲島三花は、入社六年目を迎えた。

　大学を卒業後、ＩＴベンチャー企業『アストロクリエーション株式会社』に就職して丸五年。

　営業二課に勤める私の仕事は、顧客への最適なＩＴソリューションの提供――つまり、業務における不満や課題を顧客から聞き取り、自社開発したソフトウェアを使った改善のモデルケースを提案するコンサルティング営業である。

　具体的に言えば、在庫管理システムや、ボタンひとつで承認が取れる業務フローシステム、売り上げ別に統計を出力するマーケティングシステムなどだ。

　アプリケーションの種類は片手で収まる程度だけれど、顧客の業務形態に合わせて少しずつ内容を変え、カスタマイズして納品している。

　単なるアプリケーションのパッケージ販売にとどまらず、カスタマイズ料やコンサルティング料、顧客にシステムの使い方を指南するレクチャー料、使っていくうえで生まれた不満を改善するメンテナンス料などで売り上げを立てているのだ。

　四月から神崎さんが抜け、新体制となった営業二課。

　体制が変わったこともあるけれど、今、目の前に広がるオフィスは、以前とはまったく別物に見える。

　昨日までこのオフィスには、神崎さんが指示出しをする声が響き渡っていた。声のボリュームが大きかったというのもあるが、彼の存在感は絶大だった。オフィス全体が彼のエネルギーで満ちあふれていた。

　ノージャケット、ノーネクタイに、光沢の入ったグレーのベスト。それが彼の、オフィスでの定番スタイルだった。

　なんとなく彼の幻が見えた気がして、目をゴシゴシとこすった。重症だ。

　そのうえ、昨晩の出来事が衝撃的すぎて、まだ心が痺れている。

『――愛してる――』

　甘い囁きと、彼の逞しい素肌が脳裏をよぎり、顔が火照る。

　新年度初日だというのに、二日酔いで体調は最悪だ。ついでに、昨晩彼に酷使された体が今さら悲鳴をあげている。

　コピー機の前で、いつもと違うオフィスを眺めながら痛む頭を押さえていると。

「……大丈夫？」

　突然、脇からかけられた声にびくりとして、慌てて表情を引き締めた。

　立っていたのは、神崎さんの同期であり、後任として課長に就任した逢沢さんだ。

「逢沢さん！　す、すみません、ぼうっとして」

「二日酔い？　昨晩、だいぶ飲んでただろう」

　そう言って、逢沢さんは線の細いシルバーフレームの眼鏡の奥の瞳をしとやかに細め、苦笑した。

　切れ長の目、薄い唇、真っ白な肌、表情の乏しい顔つき――一見、冷徹そうに見えるけれど、話してみると驚くほど柔和で優しい人だ。笑顔は女神のように慈愛に満ちていて美しい。

　仕事中の冷静な表情と笑顔のギャップに落ちる女性社員が続出し、今や社内の人気ナンバーワンだ。神崎さんが退職したおかげで、二分していた女性人気も彼に集約されるだろう。

　そんな逢沢さんが、今日から私の直属の上司となる。

　逢沢さんはコピー機の横にある備品のラックに背中をもたれながら、私の顔を覗き込んだ。

「――やっぱり、神崎がいないと寂しい？」

　名前を出されるだけで、鼓動が速くなってしまう。

「寂しいなんて、そんなことは。ただ、神崎さんがいないとなんだかオフィスが平和だなぁと思って」

「あいつはなにかと、うるさかったからね」

　物静かな逢沢さんにとっては、神崎さんの存在はうるさく感じられていたのかもしれない。

「……穏やかすぎて、落ち着きませんね」

「それを寂しいっていうんだよ。まぁ、仕方ないか。咲島さんは神崎にかわいがられてたから」

「……その表現、ポジティブでいいですね。実際は、毎日怒鳴られてただけなんですけど」

「愛情の裏返しだろう？」

「……だとよかったんですが」

　残念ながらそうではない、と心の中でつけ加える。

　確かに、まるでコントのように日々叱られていた。でもそれは、単純に私が手のかかる部下で、彼の怒りを買っていただけ。

「逢沢さんには、なるべくご迷惑をおかけしないように気をつけます……」

「とんでもない。優秀な咲島さんと一緒に働けて嬉しいよ。前から君と一緒にやらせてほしいって、部長や神崎にかけ合っていたんだ」

「えっ……？」

　思わず目を丸くしてしまった。逢沢さんは、私のことをそんなに評価してくれていたの？

「聞いてない？　要員調整で、ぜひ咲島さんを引き抜きたいってお願いしてたんだけど、どんなに交渉しても神崎は受け入れてくれなくて」

　もしかして、昔提案された昇進と異動のお誘いは、逢沢さんがくれた話なの？

　たいして詳細も聞かずに断ってしまったから、誰から勧誘されたのかすらちゃんと確認していなかった。

「ごめんなさい、その件は、私がゴネてしまって……」

「君がＮＯと言わなくても、神崎が君を手放さなかったと思うけど――」

　逢沢さんはうつむいてフッと笑みをこぼす。その表情が一瞬、暗く影を帯びたものに見えて、私はあれ？と瞬きした。気のせいだろうか。

「――まぁ、終わったことはさておき、これからはよろしく頼むよ」

　逢沢さんが私の肩に手を置き、ふんわりと微笑みかけてくれる。

　今日からは逢沢さんの部下になるのだ。新たに気を引き締めて精一杯頑張らなくては。

「こちらこそ、どうぞよろしくお願いします」

　私が頭を下げていると、離れた場所から「咲島さーん！」と声がした。

「さっそく出番みたいだ。行っておいで」

「はい！」

　コピーし終わった用紙を抱えながら、私は声の方へと駆けていく。

　向かった先には同期の加か藤とうさんがいた。

　私とは違って女子力満点の彼女は、今日もふんわりと巻かれたミルクティー色の髪を指先でくるくる弄んでいる。マスカラ多めの大きな瞳に、グロスをたっぷり載せたぷるぷるの唇。

　あえてちょっと頼りなさそうに振る舞っているときもあるみたいだけれど、実は結構しっかりしていて、仕事はキッチリこなすタイプだ。

　ちなみに、加藤さんは以前、神崎さんに猛アプローチをしていたのだが、神崎さんは子どもをあやすように華麗にスルーしていた。

「どうかした？」

「この案件、咲島さん知ってる？　神崎課長が抱えてた案件なんだけど、引き継ぎ資料が難しくって」

　加藤さんが書類の束をひらひらと振った。ああ、と私は苦笑する。

　彼は、親切丁寧に仕事の仕方を教えてくれるような人ではなかったから、きっと引き継ぎ資料も、わかる人にだけわかるというレベルの高度な書き方をしているのだろう。

　さらに言えば、大雑把な性格も災いして、ところどころ端は折しょっているに違いない。

「見せて。ずっと補佐をしてきたから、ある程度はわかると思う」

　ふたりで難解な引き継ぎ資料をひも解いていると。

「咲島さん、こっちも頼む！　できれば急ぎで！」

　今度は先輩が、少し離れたデスクから手を挙げて私を呼んだ。やはり手には神崎さんお手製の引き継ぎ資料が握られていて、文字通りお手上げ、というポーズだ。

「明日、納品の予定なんだけどさ、『ライン審査』っていったいなに？　なんの用語？」

「ああ、これは、このクライアント独自の業務用語で――」

　すると今度は、別の先輩が通りがけに声をかけてきた。

「彼の後でいいから、こっちも頼むよ」

「は、はい……」

　神崎さんがいなくなって穏やかになったはずのオフィスが、途端にてんてこ舞いになった。

　彼は課全体を監督しながら、自らも案件を抱えていて、常人には不可能なレベルの仕事量をこなしていた。だから、それを別の人が引き継ごうとすると数人がかりになってしまうのだ。

　しかも、彼の担当案件の詳細を知る者は、補佐をしていた私くらいしかいない。

　必然的に、全部の質問が私へ集中するわけで……。

「咲島さ～ん！」

「ごめん、これも頼むよ」

「悪い、教えてもらっていい？」

　あっという間に質問待ちの行列ができてしまった。

　パソコンのモニターにタスクを書いた付箋を貼っていったら、ライオンのたてがみのようにぐるりと一周してしまい、今日、私は家に帰れるのだろうかと不安になった。




　彼がいなくなって一週間。

　私は残業続きで、土日もまともに休めていない。今もデスクの上には、神崎さんの作った私にしか解読できない資料が山のように積み上がっている。

「引き継ぎ資料くらい、もうちょっと丁寧に書いてよ！　引き継ぐ気ゼロでしょ！」

　二十二時半、誰もいなくなったオフィスで、私はひとりキーボードをカタカタ叩きながら愚痴を吐いた。

　残業対策だか節電だか知らないが、高層ビルの十九階にあるこのオフィスは二十二時で消灯してしまう。真っ暗な中、モニターから発せられるライトが直撃して目がシパシパする。

　結局、彼の引き継ぎ資料をまともに読み解ける者はほかにおらず、彼の担当案件の大半を私が引き継ぐことになってしまった。

　あまりにもオーバーワークなため、数件はほかの社員が引き取ってくれることになったけれど、まず私が単純化した手順書を作って作業をひも解くことが前提だ。

　のんびりしている暇はない。納品の日が容赦なく迫ってくる。

　システムのカスタマイズ販売だけに、顧客ごとに納品物はさまざま。

　それに、一度納品して終わりではない。こちらの不備で不具合が発生した箇所の修正用の追加納品や、実際にシステムを使ってみて、使いにくいと感じたところを改良していくアップデート納品など、種類と手順はいろいろある。

　そのうえ、サーバーやクライアントマシンのバージョン、社内ＬＡＮの状態、アクセス数や負荷の程度などの条件はバラバラなので、システムの導入方法も顧客に合った形にする必要がある。

　数カ月、あるいは年単位の時間をかけて、顧客の環境を調査して下調べを進めてきたのだ。神崎さんがいないからといって、手落ちがあってはいけない。

　増えた案件と資料作りに翻弄され、今日も帰宅は終電になりそうだ。

「どうしてこんな目に……」

　辺りに誰もいなくなったことで緊張が解け、私はだらしなくデスクに突っ伏した。

　頬をデスクの上につけたまま、彼の作った資料をパラパラとめくる。

　……神崎さんの、文章だなぁ……。

　一文が短く簡潔で合理的。矢印や行頭文字を多用しているのが彼らしい。

　パソコンで打ち込まれただけの文字列なのに、彼の温もりを感じて愛おしいとすら思う。

　半年待てと言われたものの、まだあの日から一週間。当然のことながら、連絡のひとつももらえていない。

「確かに、待つって言ったけど……」

　メールの一本くらいくれてもいいんじゃないかと思う。

『元気か？』とか『仕事は大丈夫か？』とか、ちょっとは気にかけてくれても……。

　私も彼のメールアドレスを知っているが、待っていろと言われただけに、自分からメールするのをためらっている。

「神崎さんの、バカ……」

　静かなオフィスで、ぽつりと彼の悪口をこぼす。

　もちろん返答などない――と思いきや。

「それは本人に直接言った方がいい」

　突然、背後から声が聞こえてきて、私はびくりと肩を震わせた。

　慌てて振り向くと、クライアントと食事に行った後、直帰したはずの逢沢さんの姿があった。

「どうしてこんな時間に……帰ったんじゃなかったんですか？」

「どうせ君はまだ残業しているだろうと思って。様子を見に来たんだ」

　逢沢さんは客先から持ち帰った大きなバッグを近くのデスクに置くと、私の横に積み上がった書類の山に手を伸ばした。

　ページをめくり、眉をひそめて眼鏡のブリッジを押し上げる。

「これは……確かに難解だ。試されているのかな」

「新手の嫌がらせなのかもしれません」

「全部は俺にも無理だけど、八割くらいなら解読できるかもしれない」

　逢沢さんは眼鏡の奥の瞳を涼やかに細めると、資料の山の半分を持って自席へとついた。

「手伝うよ。ふたりでやったほうが早いだろう」

「ありがとうございます、逢沢さん」

「君のお礼より、神崎の謝罪を聞きたいよ、まったく」

　逢沢さんがデスクトップパソコンの電源を入れると、ブン、と短い起動音が鳴って青白いライトが逢沢さんの端正な顔を浮き上がらせた。

　カタカタとキーボードを叩いて、さっそく作業に入る逢沢さん。真剣な顔は美しくもやっぱりどこか冷酷そうで、普段の優しくて気さくな彼の面影はなくなってしまう。

　こっそりと横目で眺めていると、逢沢さんはふと顎に手を添えて、考えるようにぽつりと呟いた。

「……でも、まぁ、わからなくはないかな」

「なにがです？」

「神崎が、わざと君にしかわからない引き継ぎ資料を作った理由が」

「はぁ……」

　このわかりづらい資料に、理由などあるのだろうか？

　単純に彼が不親切で大雑把なだけかと思っていたけれど。

「理由って、なんですか？」

　私が逢沢さんの方にチェアの向きを変えると、逢沢さんは私を見つめて、ふっと吹き出すように笑った。

「そのまんま。君にしか、引き継ぐ気がなかったのかもしれないよ？」

「なっ……」

　なんだそのはた迷惑な理由は。そんなの、私がいっぱいいっぱいになるのが目に見えているじゃない。

「なぜそんなことを……」

　頬をムッと膨らませると、逢沢さんは困ったように笑いながら、目線をどこか遠くへ向けた。

「親心……あるいは愛情かな。きっと自分の財産は全部、大事な人に渡してあげたかったんだと思うよ」

「……はい？」

　言っている意味が、いまいち理解できなかった。財産って、案件のこと？　大事な人って、もしかして私？

「……よく、わからないんですが」

「教え子がかわいいのはわかるけどね。溺愛するのも、困りものだな」

　呆れたように逢沢さんが呟く。

　かわいい？　溺愛？

　彼の行動は、私をかわいがるというよりは、困らせようとしているみたいだ。

「これくらい、できるよな？」そんな挑発的な声が今にも聞こえてきそう。

　そもそも〝かわいがる〟とか〝溺愛〟とか、そういう単語が似合うような人ではない。

　どちらかというと〝放任〟とか〝行き当たりばったり〟とか。

　だからこそ私は、彼が口にした『愛してる』を信じることができなくて、不安でたまらないのだ。

　半年後、本当に彼は私のことを迎えに来てくれるのだろうか。

　そんな嘘をつくような人とは思いたくないけれど――下手をしたら、約束ごと綺麗に忘れられていそうで。

「まぁ、神崎のことは置いといて、今は目の前の仕事を片づけよう」

「……はい」

　私はブンブンと首を振り、余計な考えを振り払った。今はとにかく集中しよう。

　私たちふたり以外に誰もいない静かなオフィスに、キーボードを叩く乾いた音だけが響いた。




　結局私は丸一カ月もの間、終電帰りを余儀なくされてしまった。それ以降も、引き継がれた案件の対応に四苦八苦させられて、月日はあっという間に流れていった。

　気がつけば約束の半年なんてとうに過ぎ、あまりにも時間が経ちすぎたせいで、今ではあの夜の出来事は夢だったのではないかとすら思っている。

　現に彼は一向に連絡をよこさないし、あの一夜を証明するものはなにもない、私の記憶以外は。

『――愛してる――』

　甘い囁きと情熱的な声色、なまめかしい素肌。

　待っていろだなんて、その場で出た嘘かもしれない。勢いで口にしただけ、とか。

　それでも、彼の存在は私の心の奥深くに巣食っていて、なかったことにするなど、容易にできることではなかった。




　＊＊＊




　入社三年目のとき、退職を決意するような出来事があった。

　誰もいない会議室に神崎さんを呼び出して、「退職願」を差し出した。

　丸二年、神崎さんの下でやってきた。顧客のところにも一緒に連れていってもらって、一から指導を受けてきた。

　神崎さんはスパルタ教育で有名だったけれど、怒られる内容は、どれも理由を考えれば当たり前のことだったから、嫌になったことはなかった。

　なにが原因かといえば、私自身に嫌気が差したというか、あるいは、人間そのものが怖くなったといった方が正しいかもしれない。

「先週のアレ、まだ引きずってるのか？」

「……申し訳ありませんでした」

「仕方ないだろ。お前だって反省してんだし、これ以上なにも言うつもりはない」

　私が納品の段取りを間違えてしまい、顧客の業務に支障が出たのだ。

　クライアントは大激怒。何百万の損害だとか、訴訟を起こすぞとか、迷惑料を払えだとか、大暴れだった。

　私の代わりに神崎さんと部長、そして次長が謝罪に向かった。

　私は来るなと言われたのだが、自分の責任で起きたことだ、ちゃんと自分で謝りたくて同席させてもらった。

　そこで見た光景は、今でも忘れられない。

　一方的に激怒するクライアント、ひたすら頭を下げる上司たち。

　自分のミスのせいでこんなことに……涙が出そうになるのを必死にこらえた。

　後で聞かされた話だが、そのクライアントは質たちが悪いことで有名だったらしい。

　数百万の損害も訴訟も、全部大袈裟に言っているだけで、激怒するのは恒例行事のようなものだと慰めてくれる人もいた。

　とはいえミスをしたのは紛れもなく私なわけで、責任を免れるわけにはいかない。そのうえ……。

『貴様の会社なんぞに、二度と発注するか！』

　勢いが止まらなくなったクライアントは、目の前にあった熱々のコーヒーを私に向けてぶちまけたのだ。

　――パシャ!!

　咄嗟に私は目をつむった。

　水音が響いたけど、熱いとか痛いとか、そういう感覚はなく、気がついたら全身を誰かに抱きすくめられていた。

『……神崎……さん……？』

　私の代わりにコーヒーを被ったのは神崎さんだった。

　咄嗟に私を抱きすくめ、守ってくれたのだ。

『――お言葉ですが』

　神崎さんはクライアントの方へ向き直ると、静かに言い放った。

『うちの咲島の体は、システムよりも価値がある。傷つけるようなことはやめていただきたい』

　情けないことに、私はその場で涙を流してしまった。

　こんな問題を起こしてしまった自分が許せなかったのと、神崎さんに申し訳ない気持ちでいっぱいだったから。

　それから、不謹慎にも、守ってくれたことにじんときてしまって。

　ああ、泣いてしまうなんて、営業失格だ……あの瞬間、私は退職を決意した。

「別に、俺は全然熱くなかったんだって、コーヒー。スーツにかかっただけだし、怪我だってしてないし、クリーニング代は経費だし」

「そういう問題じゃ、ないんです……」

「ああいう人間性が欠如したような奴、この世にはわんさかいるぞ。この会社を辞めたからって、解決するような問題じゃない。真面目に向き合う方がバカげてる。忘れろ。ハズレくじを引いただけだ」

「でも……私……」

　あの日のことを思い出しただけで、震えてしまうのだ。

「……怖くなったか？　仕事が」

　歯を食いしばってコクリと頷いた。

　こんな私を、神崎さんは身を呈して守ってくれたのに。なのに私ったら、なんて不甲斐ない……。

　涙がぽつぽつと落ちてきて、スカートにシミを作る。

　ああ、情けない。またこんなところで泣いて。

　神崎さんは私の様子に呆れたのだろうか、会議卓の上に肘をついて、ふぅ、とため息をこぼした。

　丸二年、それなりの時間と手間をかけて育ててきた部下が、あっさり辞めたいと言い出したのだ。ため息をつきたくもなるだろう。

「……基本的に俺は、辞めたいと言う奴を引き留めてやるようなお人好しではない。やる気のない奴をそれ以上とどめておいても無駄だからだ」

　ギッ、と椅子を鳴らし、私に向き直ってふんぞり返った。

　なんとなく、彼はそういう性格だろうなと思っていた。厳しくて潔い人だから。

「……だが、お前の場合は例外だ。いなくなると俺が困る」

　え？と思わず目を見開いた。

　私がいないと困る？　どうして？　私、神崎さんの役に立ったことなんて、一度も……。

「お前がいなくなったら、俺の領収書の精算は誰がやるんだ」

「は、はぁ……」

　超雑務だ。

　だが、普通は自分でやるものだし、誰も神崎さんの雑務を引き受けるような奇特な人間はいなかったから、仕方なく私が全部やっている。

「そんなの、自分でやったらいいじゃないですか。たいした手間じゃないんですから」

「嫌いなんだ。頭を使わない仕事は。イライラして、タバコが吸いたくなる」

「あれ？　神崎さん、タバコなんて吸ってましたっけ？」

「ここ何年か禁煙中だ。だからこそ困る」

　はぁ、と私は首を傾げる。間の抜けた会話を経て、涙は完全に止まっていた。

　神崎さんは腕と脚を組み、不機嫌な困り顔で私をじっと眺めた。

「……覚えてるか？　面接試験のこと」

「面接……？　入社試験のときですか」

「ああ。たまたま順番が回ってきて、二次面接に参加した。そこに、お前がいた」

「えっ！」

　全然気づかなかった。私は緊張でガチガチだったし、スーツ姿のおじさんがたくさん並んでいたから、ひとりひとりの顔なんてまともに見ていなかった。

　こんな若い人、紛れてたっけ……？

　気づかないくらい、余裕がなかったということだろう。

「まったく覚えていません……」

「だろうな。お前、俺の顔まともに見なかったし」

　うわ、それって、ものすごく失礼なことなんじゃないだろうか。面接官と目も合わせないなんて。よくそれで受かったなと、今さらながらにゾッとした。

「面接試験の合格者は、まず優秀そうな奴を上から順にとっていく。最後に余った枠は、全体のバランスを見て、性格や行動が周りとは被らない人間を試験的に採用する」

「はぁ……」

「お前は最後のひと枠だ。俺が推した」

「そ、そうだったんですか……」

　おかしいなぁとは思っていた。営業部の同期はみんな社交的で活発で、ぐいぐい前に出るようなタイプだったから。どうしてこんなに地味で平凡な私が受かったのだろうと、同期の間でも謎として語り継がれていたくらいだ。

「あ、ありがとうございます。推していただいて」

「どうして推したか、わかるか？」

「へ？」

　全然わからない。せっかくなら、仕事をバリバリこなしてくれそうな子を選べばいいのに。なぜ私？

「まさか、領収書の精算をしてもらいたいがため、じゃないですよね？」

「アホか」

　額に手を当て、神崎さんがうなだれた。深いため息の後、あらたまった表情で私を睨む。

「人にはそれぞれの役割がある。似たような奴が集まったって会社は回らない。お前は潤滑油なんだ。ゴリゴリ成績を上げてくれなくていい。マイペースに、自分の役割を果たしてくれれば、勝手に周りも影響を受けて、全体がうまいこと回ってくれる」

　組織論、だろうか。真面目な顔で語り出した神崎さんの話に、うん、うん、と頷いて相槌を打つ。

「それに……お前の言ってた十年後にも期待しているしな」

　十年後……？

　私が首を傾げると「なんだ、それも忘れたのか？」と神崎さんは呆れた声を漏らした。

「私、なにか言ってましたか？」

「覚えていないならいい。とにかく、お前が番狂わせを起こしてくれることを俺は期待してたってことだ」

　そう言い終えた後、おもむろに立ち上がり椅子をしまう。

　もしかして、話は終わりだろうか？　結局、どういう……？

　混乱しながら神崎さんの後について私も席を立つと、彼は私に背中を向けたまま言い放った。

「しばらく客先に行かなくていい。一年間、俺の下でひたすら領収書と納品書を書いてろ」

　私はポカンと口を開いた。

　客先に行かなくていいって、どういうこと？　営業なのに客先に行かないで事務仕事をするの？　それって謹慎処分？

　なにも聞けずにいる私に、神崎さんは顔だけをこちらに向けて言った。

「一年経って、それでも辞めたいと思うなら、今度は退職届を持ってこい」

　そう告げて、神崎さんはひとりでさっさと会議室を出ていってしまった。

　会議卓の上には、私が書いた「退職願」が受理されぬままポツンと取り残されていた。

　それから一年、神崎さんの事務作業をひたすら請け負った。

　営業部のくせにひとりだけ社内に残って、ひたすらパソコンと向き合った。

　気がつけば、神崎さんの仕事だけでなく、ほかの先輩や同僚の事務作業も手伝うことになり、それはそれで重宝してもらえたらしい。

　最初はひとりだけ特別扱いされている負い目があったけれど、いつの間にか周りが文書作成のプロフェッショナルとして頼ってくれるようになっていたから、自分の仕事に誇りを持つことができた。

　その後、私が「退職届」を書くことはなかった。

　翌年から、少しずつだけれど、商談の現場に戻らせてもらった。一年が経つ頃には、また営業として仕事を任せてもらえるまでになった。

　きっとあのくすぶった一年がなければ、今の私はなかったと思う。

　結局神崎さんには、いつも助けられてばかりだった。







第三章　Reject――もう一度愛されて




　神崎さんと別れてからあっという間に一年が経ち、また新年度がやってきた。

　営業二課は、神崎さんがいないことにもすっかり慣れ、以前とはまた違った活気を帯びている。

「おはようございます」

　ちょっとお堅めの黒いパンツスーツに身を包み、私は朝九時に出社した。

　今日はいつもよりほんの少し気合いが入っている。

　今まで、神崎さんの残した既存案件で手一杯になっていた私だが、とうとう新規顧客の開拓に乗り出すことになったのだ。

　既存の顧客は、長年取引を交わしてきた信頼関係がある分、付き合いが容易だ。

　それに比べ、新規の顧客というのは、まず信頼を勝ち取るところから始めるから、難易度がぐんと跳ね上がる。

　この仕事を任せてもらえたのは、きっとこの一年、神崎さんがいなくても、ひとりで一生懸命頑張ってきたから――その努力と成果が認められてのことだと思う。

　光栄であると同時に、どこか安心した。神崎さんにすがりつかなくても、なんとか生きてこられた一年間に……。

「咲島さん、今日の商談、俺も一緒に行くから。出るときに声をかけて」

　逢沢さんが、私のデスクのうしろから早口で話しかけてきた。かと思えば、これから会議なのだろう、ノートパソコンを小脇に抱えて慌ただしく去っていく。

　……逢沢さんも一緒なら、安心だな……。

　正直言うと、かなり緊張していたのだ。今まで、こういう機会にひとりで客先へ乗り込むことなどなかったから。

　いつだって隣には神崎さんがいて……。

　――集中！

　パン、と頬を両手で叩いて、気持ちを引き締めた。

　甘えてちゃだめだ、頑張らなくちゃ。逢沢さんのフォローがなくてもひとりで商談をまとめられるように。

　だって私にはもう、仕事しか残っていないのだから。

　デスクについて、ひと息つく間もなく慌ただしく仕事を開始した。

　メールチェックと全体の進捗確認、顧客からの問い合わせ対応に、今週の納品の準備。

　やることが山ほどありすぎて、集中している間は余計なことを考えなくて済んだ。仕事が私の心を安定させてくれる。

　もしかして、とはたと気がついて、キーボードを叩く手を止めた。

　……神崎さんは、こうなることがわかっていて、私にこんなにたくさんの仕事を残したの？

　ズキン、と胸の奥が痛んだ。最初から、私のことを迎えに来るつもりなんて……。

　――いけない。また考えが脱線してる。

　もう一度大きく深呼吸して仕事に集中した。考えたってわからない。結局、彼は一年経っても私のことを迎えに来てはくれなかった。

　いい加減、忘れなくちゃ。あの恋は、とっくの昔に終わってたんだ。

　現実を受け入れよう。そう自分に言い聞かせて、ヒリヒリする胸の内に蓋をした。




「今日の商談、すごくよかったよ。お疲れ様」

　商談は無事成功。帰り道、逢沢さんに、夕飯を食べに行かないか？と誘われた。

　連れて来てもらったのは、見るからに高級そうなフレンチレストラン。窓の外に広がるのは地上三十階の夜景だ。フロアの中央でピアニストが奏でる繊細な旋律をＢＧＭに、私はフルコースのディナーをごちそうになっていた。

「ありがとうございます……でも、こんな豪華なお食事――」

「気にしないで。言っただろう？　商談成立の前祝いに俺がごちそうするって」

「気が早いですよ。まだ正式に決まったわけじゃ……」

「十中八九決まったようなものだよ。君のプレゼンが完璧だったおかげだ」

　逢沢さんが、シルバーフレームの眼鏡の奥の瞳を柔らかく細めて、ワイングラスを持ち上げた。

「ありがとうございます」

　同じくワイングラスを持ち上げて応えながら、口先にだけ軽くワインを含んだ。私の飲み方を見ていた逢沢さんは、眉を下げて苦笑する。

「最近は、全然お酒を飲まなくなったね。以前は歩けなくなるまで飲んでいたのに」

　はは、と私は乾いた笑いでごまかした。神崎さんがいなくなった今、無理にお酒を飲む必要もなくなってしまったし、むしろ、自力で帰らなきゃならない分、自制しなくてはならない。

　……それに、神崎さんにも言われたし。『迷惑かけるのは俺だけにしておけ』って……。

「もう大人ですしね。みなさんに迷惑をかけるわけには――」

「神崎には、かけるのに？」

　彼の名前を口に出されて、鼓動が跳ねた。平静を装いながら、ことりとワイングラスを置く。

　逢沢さんは肘をついて、ちょっぴり意地悪な表情を浮かべて私を眺めた。

「咲島さんが飲み会のたびに泥酔してたのって、神崎に家まで送ってもらいたかったからでしょ？」

　言い当てられてギクリと身を強張らせる。

「や、やだな、そんなわけないじゃないですかっ」

　慌てて弁解しようとするも。

「――咲島さん」

　真剣な表情で詰め寄ってきた逢沢さんに、ごまかすこともできなくなってしまった。

　たまにこうやって、逢沢さんはドキリとするような視線を私に向けてくる。真面目な彼の顔つきは、血の通わない人形のように美しく、冷徹で、見惚れると同時に背筋がひやりと冷たくなる。

　こういうときに彼が発する言葉は、だいたい私を深く悩ませるのだ。

　彼はテーブルの上に指を組んで合わせると、あらたまって私に向き直った。

「急かすようで申し訳ないんだけど、そろそろ返事を聞かせてもらえないだろうか」

「あ……」

　逢沢さんの要求に言葉を失った私は、膝の上に置いた手をぎゅっと握る。

　半年ほど前だっただろうか。逢沢さんに、付き合ってほしいと言われたのだ。

　ルックスもよく仕事もできて、女性社員から大人気の逢沢さんが、どうして私なんかを……理由が全然わからない。

「……前にもお話ししたと思いますが、私は逢沢さんと釣り合うような人間では――」

「ごまかすのはなしだと言ったはずだよ。俺のことを好きか嫌いか、それだけ答えてくれればいい」

　ごまかしているわけではなくて、本心なんだけどな……。

　逢沢さんは、意外にも恋愛においては強引なようで、納得のいく答えが聞き出せるまで全然引いてくれない。

　言い淀んでいると。

「……まだ、神崎を忘れられないのか」

　言い当てられて、ズキンと胸が痛んだ。

「君の言ってた〝期限〟から、もう半年が経った。それでもまだ待ち続けるっていうのか？」

　彼とのことを逢沢さんに話してしまったのは失敗だったかもしれない。半年前に告白されたとき、どうしても納得してくれなかった逢沢さんに、断る理由として神崎さんのことを話してしまったのだ。

　半年後に迎えに来てくれると約束してくれたこと。そして、それを待ち続けていること……。

「こんなことを言ったら君に嫌われてしまうかもしれないけど、これ以上、見ていられないから言わせてくれ」

　逢沢さんが私に向き直る。声を低くして、ゆっくりと、擦り込むように告げた。

「いくら待っても、神崎は迎えになど来ない。いい加減、受け入れるべきだ」

　現実を、真正面から突きつけられた気がした。さすがの私も気づいている。これ以上待ったとしても、彼が迎えに来てくれることはないということを。

　過去の恋をずるずると引きずっていたってしょうがないのだ。記憶に蓋をして、忘れようと努力してきた。

　……けれど。

「ごめんなさい……やっぱり私……」

　彼のことが、忘れられない。五年間もずっと想い続けてきた人だもの。そう簡単に吹っ切れるわけがない。

　たとえ可能性が一パーセント以下だったとしても、待っていたいんだ。

「咲島さん」

　あらたまって名前を呼ばれ、顔を上げると、彼は真摯な表情で私をじっと見つめていた。

「今は、あいつを忘れられなくてもいい。いずれ俺が忘れさせるから」

　私はふるふると首を横に振る。やっぱり、中途半端な気持ちで逢沢さんと付き合うことなんてできない。それが、半年間、少しずつ考えて出した答えだから。

「まったく……」

　逢沢さんは呆れたようにため息をついて、運ばれてきたサラダに口をつける。

「さっさと忘れてしまえば楽になれるのに。なんて不器用な人だ」

　自分でもそう思う。きっとここで逢沢さんの手を取ってしまえば、それはそれで幸せになれるに違いない。

　それができないのは、まだこの体が神崎さんの温もりを覚えているからだ。

　一年経った今でも、彼の素肌の感触が忘れられない。

　あの熱を帯びた瞳を、声を、私の頬に触れた彼の漆黒の髪の感触を、今でも鮮明に覚えているからだ。




　翌朝。いつものように出社すると、オフィスが妙な賑わいを見せていた。

　女性社員の黄色い悲鳴と、男性社員の驚嘆の声。営業二課のフロアの真ん中で入り乱れている人たちの間にひょいと体を突っ込むと、私の姿を見つけた加藤さんが、大きな目をいっそう見開いて私を呼んだ。

「咲島さん！　これ見て！」

　そう叫びながら差し出してきたのは、一冊の雑誌だった。

　週刊誌だろうか？　それにしては堅いデザインだから、もしかしたらビジネス誌かもしれない。

「なになに？　……大手総合商社『神崎コーポレーション』に新社長が就任……若きカリスマに今後のビジョンをインタビュー？」

　そこには、小さくではあるが、記事にある〝若きカリスマ〟こと新社長の写真も載っていた。それを見て私は目を丸くする。

「これ……って……」

「新社長の名前は神崎京吾――神崎課長のことだよ！」

「……嘘……」

　くらっと眩暈めまいがした。

　カリスマ？　新社長？　いったいどういうこと？

　神崎コーポレーションといったら、知らない人はいないくらい有名な、日本を代表する大企業だ。神崎さんが、そこの社長に就任？　いや、確かに苗字は同じだけど、でも、そんなことあるわけ……。

「みんなで集まって、なにしてるんだ？」

　背後からかけられた声に振り向けば、ノートパソコンを小脇に抱えた逢沢さんの姿。

　朝の進捗報告会が終わり、その帰りのようだ。

「逢沢課長！　これ見てくださいよ！」

　加藤さんが逢沢さんの顔から二十センチのところに雑誌を広げた。

　逢沢さんはうっとうしそうに距離を離しながらも、記事の内容を見て、眼鏡の奥の瞳をわずかに大きくする。

「……そうか」

　あまりに冷静な反応に、加藤さんはきょとんとして首を傾げた。

「驚かないんですか？」

「知っていたからね。彼は神崎コーポレーションの社長の息子だから」

　周囲がざわめく。社長の息子――つまり、跡継ぎということだろうか。

「息子ならどうしてうちの会社なんかに。どうせ社長になるのなら、最初から自分の会社で働けばいいのに」

　加藤さんのまっとうな疑問に、きっと誰もが心の中で同意しただろう。

　どうやら、逢沢さんはその答えについても知っているようだった。

「もともとは跡を継ぐ気はなかったらしい。弟に社長の座を譲って好き勝手するつもりだったそうなんだが、弟さんは経営者向きではなかったようでね。戻ってきてほしいと頼み込まれたそうだ」

「逢沢課長、詳しいんですねぇ」

「まぁ一応、彼の同期だし、後任だからね。退社の際に本人から直接事情を聞かされたよ」

　ふたりのやりとりを聞きながら、私は胸の前で手をぎゅっと握り締めた。

　逢沢さんは全部知っていたんだ。彼が退社に至った経緯も、この先、彼がどんな道を歩むのかも。

　私には『愛している』とか『待っていろ』とか、本当かどうか疑わしいような台詞ばかり残して、詳しい事情はなにも教えてくれなかったというのに。

　つまり、信用されてなかったってことだよね……？

　彼と会えなくなった後の半年間、もしかしたら本気で彼の恋人になれるかもしれないと思っていた。

　その後の半年でじわじわと期待が不安に変わって、そして今この瞬間、それはあきらめにも似た絶望へと変化した。

　遠い人になっちゃったんだな。

　彼は今や大企業の社長様。雑誌に載っちゃうくらいの有名人だ。どう転んでもそんな人の恋人になれるとは思えない。

　彼のことを忘れられずにいたけれど、これで踏ん切りがついた気がする。ここまで身分が違うと逆に清々しい。絶対無理だって、笑っちゃうほど実感できた。

　ぎゅっと目をつむって、胸の痛みに耐えていると。

「さぁ、みんな、もういいだろう。仕事を始めて。今日は残業ゼロＤＡＹにするよ。七時以降は許さないからね」

　逢沢さんの号令に合わせて、課のメンバーたちは蜘蛛の子を散らすようにさあっと自分のデスクへと戻っていった。

　私も緩慢な動きで持ち場に戻ろうとすると。

「咲島さん、ちょっといい？」

　逢沢さんに声をかけられ、促されるようにオフィスを出た。

　連れていかれた先は大人数用の無人の会議室。中央にある大きな長机を使うには広すぎて、私たちは入り口の手前のスペースに立ったまま向き合った。

「神崎については、さっき話した通りだ。黙っていてごめん。一応、口外するなと言われていたから」

　逢沢さんは申し訳なさそうに目を伏せて言った。

「だから逢沢さんは私に、神崎さんのことは早く忘れろって言ってくれてたんですね」

　私のことを迎えに来るわけがないって、きっとはじめからわかっていたのだろう。

「それだけじゃないんだ」

　逢沢さんが私に一歩近づいて、なだめるように私の両肩に手を置いた。

「こんなこと、俺の口からは言いたくなかったんだけど……」

　私の顔を覗き込みながら、説得するように強い眼差しを向ける。

「神崎には結婚を考えている女性がいたよ」

「え……？」

　ぐらっと視界が揺れて、危うく倒れそうになってしまった。慌てて逢沢さんが体を支えてくれる。

「大丈夫!?」

「……ごめんなさい、それは、どういう……」

　聞き間違いだと思いたくて、すがるように逢沢さんを見つめた。

　けれど、彼は沈痛な面持ちで下を向いただけで、私の期待するようなことを言ってはくれなかった。

「今まで言い出せなくてすまない。神崎が退社する直前に、婚約者がいると聞いたんだ。大企業の社長の妻になるに相応しい、良家の子女だそうだ」

「それは……」

　どうして、と頭の中が真っ暗になった。

　婚約者がいるのに、私を抱いたの？　戻る気もないのに、待っていてほしいだなんて言ったの？

　なんて残酷な人。

　瞬間的に、涙がこぼれ落ちた。

　こんな場所で、逢沢さんの前で、泣いちゃだめだ、そう自分に言い聞かせるけれど、とめどもなく涙があふれてくる。

　私のこの一年は、なんだったのだろう。わずかな希望に縋って、彼を待ち続けた私は、なんて滑稽な……。

「……さん、咲島さん！」

　名前を呼ばれて、ハッと我に返る。目の前には、必死に私の体を支えようとしてくれている逢沢さんがいた。

「これでよくわかっただろう。神崎のことは忘れるんだ」

　逢沢さんの腕がそっと私の背中に触れた。私の後頭部に手を回して抱き寄せ、肩を貸すように包み込む。

「俺が……代わりにあなたを支えるから」

　逢沢さんの優しさに、胸がじんと熱くなった。

　それから、久しぶりに感じた誰かの腕の中の温もりに、懐かしさのような、恋しさのようなものが込み上げてきて。

　ついついその優しさに甘えて、私は嗚咽をあげて泣いてしまった。




　その日の夜遅く。

　逢沢さんに慰められるままに、久しぶりにお酒に手をつけてしまった私は、案の定、足元がおぼつかなくなってタクシーへ乗り込んだ。逢沢さんも一緒に、だ。

　頭がふわふわとして、顔が火照って熱い。タクシーから降りてもなお真っ直ぐ歩けない私に、逢沢さんは肩を貸してくれた。

　昼間に聞かされた話がショックだったからといって、さすがにこれは飲みすぎたと反省している。

　もちろん、逢沢さんのことが好きだから家に送ってもらいたいとか、神崎さんのときのように酔って一夜を共にしようとか、そんな打算はまったくない。純粋に、お酒による失態だ。

「すみません、すみません、本当に……！」

　逢沢さんはクスリと笑いながら、寛容に頷いた。

「いいんだよ。やっと君が俺を頼ってくれて、嬉しい。……まぁ、飲みすぎは感心しないけどね」

　ふたり、よろよろともつれ合いながら、なんとかマンションの前の階段を上る。

「鍵は？」

「あ、はい、ここに……」

　バッグのポケットからごそごそと鍵を取り出して、オートロックの鍵穴へと差し込む。酔いのせいで手の動きがおぼつかない。

「部屋は？」

「三階の、奥から二番目……」

　エレベーターで三階に上がり、たまに転びそうになるのをなんとか支えられながら、玄関の前まで辿り着いた。

　鍵穴に鍵を差し込んだところで、ふと違和感に気づく。

　鍵が、開いている……？

　私が酔っ払いすぎておかしくなっているのだろうか？　でも、確かに、鍵穴を回しても開いたような感触がなかった。今まで鍵をかけ忘れて家を出たことなんて、一度もなかったのに。

「誰か……いるの？」

　私が玄関のドアをそっと押し開けると、男性物の靴が真っ先に目に入ってきた。

　仕立てのいい、真っ黒な革靴。サイズは大きめで、持ち主がかなりの長身であることがわかる。

　この靴、どこかで見覚えが……。

「――遅い。こんな時間にご帰宅か？」

　奥から聞き覚えのある低い声が響いてきて、心臓が止まるかと思った。

　まさか。嘘……。

　酔いなんていっぺんに吹き飛んで、靴もバッグも放り捨て、ドタバタと廊下を踏み鳴らし駆けていく。

　突き当たりの部屋に辿り着くと、そこには。

「俺を何時間待たせるつもりだよ」

　ベッドの縁に背中をもたれ、長い脚を放り出して座る彼がいた。

　ブラックのスーツに身を包み、髪は昔よりも丁寧に整えられていて、キリッとした清潔感がある。

　一年ぶり――なんだか昔とは少し違う印象だ。それなのに、あのときとまったく変わらない、私を見やる余裕の表情。

　あの夜の記憶がフラッシュバックした。

　呆然と立ちすくむ私に、彼は口の端を上げて不敵に笑う。

「まぁ……俺もお前を一年待たせたから、おあいこか？」

「神崎さっ……！」

　目の前に彼の姿があるのが信じられなくて、その場にへたり込んでしまった。

　なんで突然、こんなところにいるの……？　しかも、家の中に堂々と上がり込んでるってどういうこと？

　疑問符が湧きすぎて、なにから聞けばいいのかわからない。

「どうして……」

「……合鍵。借りたままだったな」

　神崎さんが私に向かって放り投げた鍵はキラリと光って弧を描き、私の目の前の淡いピンク色のラグマットの上にころりと転がった。

「まさか……これを返しにわざわざ……」

「は？　なに寝ぼけたこと言ってんだ」

　神崎さんは立ち上がると、私の前までやって来て膝をついた。呆然とする私の顎に指を添えて持ち上げ、精悍な顔を近づける。

「待ってろって、言ったろ？　お前を迎えに来たんだ」

　意思の強い瞳が私を射貫く。

　ああ、同じだ。その力ある眼差しも口調も、一年前から変わっていない。

　彼は強く、凛々しく、頼もしく、私が愛したあの日となにも変わらずそこにいる。

　長い間待ち続けた私を、とうとう迎えに来てくれた。あの約束は、嘘じゃなかったんだ。

　――けれど。

　……どうしてなの？

　待ち焦がれていた瞬間が、今、まさにやって来たというのに、私は目の前の光景を疑っていた。

　なぜ？　私は捨てられたんじゃなかったの？　神崎さんは良家の子女と結婚するんでしょう？　どうして私のところに？

　次々に湧いてくる疑問をぶつけることもできず、ただただ戸惑っていると。

「今さら姿を現して、どういうつもりなんだ」

　背後から響いてきた冷ややかな声に、私と神崎さんは顔を跳ね上げた。

　玄関から歩いてきたその人物を見た瞬間、神崎さんの表情がピリッと険しいものに変わる。

「逢沢……」

　神崎さんは顔をしかめて立ち上がり、逢沢さんを真っ直ぐに見据えた。

「久しぶりだね。神崎。もう二度と会うことはないと思っていたけれど、まさかこんなところで再会するなんて」

「……まったくだな」

　穏やかな口調とは裏腹に、声色はとげとげしい。

　表面的にはふたりとも恐ろしいくらい冷静に見えるけれど、ただならぬ熱を胸の中でたぎらせているのを感じた。

「……お前、本当に俺がいない間、逢沢に送らせてたんだな」

　視線を逢沢さんに向けたまま、神崎さんが低い声で呟いた。その剣幕に、私は震え上がる。

　……神崎さん、怒ってる？

　無理もない。一年前のあの日、『神崎さんがいなくなったら、逢沢さんに送ってもらおうかな』なんて冗談めかして言った私に、彼は『あいつはやめとけ』と釘を刺したのだから。

　もしかしたら、神崎さんの目には、私と逢沢さんが恋人同士に見えているのかもしれない。

　幻滅、されてしまった……？

「神崎、さん……私……」

　恐る恐る彼の背中に呼びかけると。

「まあ、いい。俺が一年間、お前を放り出していたのは事実だしな」

　神崎さんは納得したように呟き、腰に手を当てて嘆息した。

　違う、そう言いたくて口を開こうとしたけれど、どう説明したらいいのかもわからない。現に今、逢沢さんに家まで送ってもらってしまったのだ。

　もちろん、やましい気持ちなどなかったけれど、そのままベッドにもつれ込んでしまった前科もあるわけだし、神崎さんからは、私が心を許したように見えただろう。

　そのうえ、逢沢さんが今にもかみつきそうな目で神崎さんを睨んでいるから、言い訳のしようもない。

「迎えに来た、と言ったね。彼女に手を出した挙句、あっさりと捨てたくせに。今さら戻ってこようなんて虫がよすぎるんじゃないか」

「逢沢さ……」

「君は黙ってて。そういう優しい態度をとるから神崎がつけあがるんだ。一年間、自分がどんな思いをしてきたか、よく考えてみて」

　私の知る、いつもの優しい逢沢さんからは想像がつかないような厳しい口調。

　確かに、この一年間は、期待と不安に振り回される毎日だった。そして、彼に婚約者がいると知ったときの絶望。簡単になかったことになどできない。

　……けれど。それでも私……まだ、彼のことを……。

「逢沢さん、私……」

　口を開こうと立ち上がった瞬間。

　突然こちらに歩み寄ってきた逢沢さんが、私を強く抱きすくめた。顔が逢沢さんの肩に埋まり、思わずむぐっと呻く。

「神崎、帰ってくれ！　お前がいなくなってから一年間、彼女を支え続けてきたのは俺だ！」

　――逢沢さん!?

　驚いた私は固まって、腕を振りほどくことすら忘れてしまった。確かにこの一年、逢沢さんにはたくさんお世話になったけれど、この言い方じゃまるで……。

　逢沢さんは、私の視界を奪うように自らの肩に私の顔を押しつけながら、神崎さんへ怒りをぶちまける。

「もう彼女の中にお前の居場所なんかない。さっさと消えてくれ」

　ズキン、と胸が痛む。

　もちろんそんなことはなくて、本当は「会いたかった」と彼の胸に飛び込んでしまいたかった。

　一年越しにやっと会えた神崎さん。今でも心は彼に囚われたままだ。

　でも、神崎さんには婚約者がいる……。

　そのことを聞いてしまったからには、素直に喜ぶことなんてできない。この想いは実を結ばないとわかっているから……。

　胸の苦しみに耐えながら、ぎゅっと目をつむっていると。

「『居場所がない』、か」

　神崎さんが、逢沢さんの言葉をかみ締めるように反復した。逢沢さんの肩から恐る恐る様子を覗く。

「ないなら作るさ」

　そう言って不敵に笑った神崎さんに、私は遠い記憶の中の彼を重ねた。

　どんな無理難題も跳ね返してしまう力強い眼差し。

　彼が敏腕と称えられた所以ゆえん――それは、いつだって、どんな逆境だって、彼は怯むことなく力強い笑みを浮かべていたからだろう。先の見えない真っ暗闇も、彼ならば引っ張っていってくれると、誰もが信じることができた。

　そして、実際に、どんな逆境でも跳ねのける力を彼は持っていた。私はその頼もしさに、何度助けられてきたことだろう。

　神崎さんが私に向かって手を伸ばす。

「来い。咲島。命令だ」

　鼓動が大きく高鳴って、意図せず高揚してしまう。彼の口から紡がれるフレーズが私の胸の内を支配していく。

「お前を満足させられるのは俺しかない。お前だって、わかってるだろ」

　逢沢さんの腕の中から離れ、一歩、二歩と後ずさった。胸が痛くて苦しい。その通りだ、私を満たしてくれるのは、ずっと前から彼だけだった。

「三花！」

　強く名前を呼ばれた瞬間、私の中のなにかが吹っ切れた。

　反射的に手を伸ばすと、神崎さんはその手を取って強く引き寄せ、自分の懐へと押し込めた。

　彼の熱と蠱惑的な香りに包まれ、予期せず一年前のあの夜を思い出してしまった。

　決してなかったことにはできない、愛を誓った夜だ。

「咲島さん、行っちゃダメだ！」

　私を引き留める逢沢さんの声に、理性と欲望がせめぎ合う。

　でも、彼の腕の中から逃げ出したいと思うのと同時に、このまま彼に、奪われてしまいたい、もう一度、彼の温もりでこの体を満たしてほしいと願ってしまって……。

「待て！」

　逢沢さんの制止の声も聞かずに、神崎さんは私の肩を抱いて、玄関へ連れていく。

「神崎！　どうして彼女に固執するんだ！　お前ならほかにいくらでも女がいるだろう」

　ハッとして、私は神崎さんを見上げた。彼は余裕の表情を浮かべたまま私の首筋に腕を絡めて、なだめるように押さえ込む。

「それを言うなら、お前こそどうして彼女を選んだんだ。俺が選んだ女だからか？」

　神崎さんの言葉に身を強張らせる逢沢さんの姿が見えた。

　それって、どういう……？

　眉をひそめていると、突然神崎さんが廊下に落ちていた私のバッグを拾い上げ、私の胸元へと押しつけた。驚いて受け取るも、わずかによろめく。

　そして次の瞬間、神崎さんは私の膝をすくい上げた。

「きゃあぁっ」

　体が浮き上がり、脚が地面を離れてブラブラする。これはまさしく、お姫様抱っこというやつだ。

「酔っ払いを運ぶだけだ、大人しくしてろ」

　運ぶだけって、この状態で私をどこへ連れて行こうっていうの!?

　確かに私は酔っぱらっているけれど、一年前のあの日は乱雑なおんぶだったじゃない。突然丁寧に扱われて、そのうえ、神崎さんの精悍な顔が目の前にあって、心臓に悪すぎる！

　私を抱き上げたまま、神崎さんは革靴を履き、器用に玄関のドアを開ける。

　外の風がわっと吹き込んできて、私は思わず目を閉じた。

　追いすがってきた逢沢さんに向けて、神崎さんは「すまない、出るとき、鍵をかけてきてくれないか！　合鍵、そこに転がってるから」

　追いかけてこないようにだろうか、わざと時間を稼ぐようなことを言う。

　真面目な逢沢さんは一瞬躊躇して……。

「か、神崎！」

「じゃ、戸締まり頼むな！」

　間の抜けた声で揚々と告げると、神崎さんはドアを押さえていた足を外した。

　ガチャン、と大きな音を立ててドアが閉まり、ふたりきりになった瞬間、神崎さんはふっと口元を柔らかくした。

「まったく。いつになっても手間がかかるな、お前は」

　神崎さんらしい、独善的な笑み。胸が疼いて、ぎゅっと胸元を掴む。

　……私の心の奥底なんて、お見通しなんだ……。

　この一年、ずっと彼を待ち続けていたことも、婚約者がいると聞いてもなお、彼への想いを止められないでいたことも、全部……。

　神崎さんは、私を抱きかかえたままマンションの出口へと向かった。

　マンションの前に停められていた真っ黒なセダンの助手席に私を放り込み、ドアを閉めると、彼は反対側に回って運転席へ乗り込んだ。

「シートベルト、締めろよ」

　神崎さんが私の左上にあるシートベルトに手を伸ばす。その動きに反応して私が顔を左に向けたとき。

「あ……」

　険しい表情でマンションの入り口に立ち尽くしている逢沢さんを見つけてしまい、私は思わず声を漏らした。

「逢沢、さん……」

「悪いが、あいつのことは忘れてくれ」

　視界を遮るように、彼の右手が私の左頬に触れ、顔を運転席のほうに向けられた。

「俺を見ろ。三花」

　身を乗り出してきた彼に両頬を掴まれて、乱暴に引き寄せられた。抵抗すらできぬまま、強引に唇を奪われる。

　熱っぽい唇。もう一年も経ったっていうのに、あの日の感触がよみがえってきて、同時に、彼への愛おしさと、一年間耐え続けてきた寂しさが、堰を切るように押し寄せてきた。

「神崎さん、私……」

　涙が勝手にあふれ出てくる。

　嫌だ、こんな情けない顔、見られたくないのに。一年経っても情けないままだって思われたくない。

　この一年、どれだけ私が恋い焦がれていたのか、バレてしまう……。

「その涙の理由は、着いたらゆっくり聞いてやる」

　くしゃ、と私の頭に触れた後、神崎さんはシートベルトを締めてアクセルを踏み込んだ。

　ぐん、と重力を感じて、背中がシートに押しつけられる。

　街路樹の影がうしろへ流れていき、逢沢さんの姿も瞬く間に遠くなった。

　いつまでも逢沢さんの姿を目で追いかけていたせいだろうか。

「お前、逢沢と付き合ってたんだな」

　そんなことを聞かれて、ハッとして運転席を見ると、彼は真っ直ぐ前を見据えたまま、厳しく唇を引き結んでいた。

「仕方がない、か。一年も待たせたからな」

　赤信号で止まると、彼は窓枠に肘をついて、私から顔を背けるように窓の外を眺める。まるでその姿が傷ついているように見えて戸惑った。

「……本当に、迎えに来てくれたんですか？」

「捨てられたと思っていたのか？」

　こくり、と頷く私。だって、婚約者がいると聞かされたら、普通はそう思うでしょう？

「もう、ご結婚されたのかと思いました」

「結婚？　なんで？」

「婚約者がいると聞きました。良家の子女がどうとか」

「ああ……そんな話まで聞いたのか」

　やっぱりそうなんだ、と唇をかみ締める。それにしても、このあっけらかんとした反応はなんだろう。

「まさか、『神崎には婚約者がいるから、あきらめて俺と付き合え』なんて逢沢に焚きつけられたのか？」

　はい、とは言えずに押し黙ると、神崎さんは私の様子から肯定と受け取ったらしく、はぁぁ、と深いため息をこぼした。

「誤解だ。確かにそんな話もあるにはあった。見合いの勧めとか。だが、俺が会ったこともない初対面の女とほいほい結婚するような男に見えるか？」

　確かに。神崎さんならお見合いなんて、のらりくらりとかわして逃げ出してしまいそうだ。納得できないことはやらない、そんな頑固な性格でもあるから。

　領収書の精算ですら、「俺の時間はこんなことに費やすためにあるんじゃない。もっと実のある仕事を持ってこい」とかなんとかごまかして逃げた挙句、代わりに全部私がやることになったんだから。

　嫌な記憶まで思い出してしまって、じとっと神崎さんを睨みつけると。

「そんな顔するなよ。本当に忙しかったんだ、この一年。遊んでたわけじゃないぞ、仕事だ仕事」

　苦虫をかみ潰したような顔で弁解して、強めにアクセルを踏む。

　どうやら婚約者がいるから私を迎えに来なかったわけじゃないらしい。私がどれだけショックを受けたか。これじゃあ傷つき損じゃないか。

　それにしても、一年間、まったく手を離せないほど忙しい仕事って……。

「それって、『神崎コーポレーション』の――社長のお仕事ですか？」

「さすがに、その話も聞いていたか。そうだ。就任にあたって、内部的な事情があってな。いろいろと」

　神崎さんは、説明が面倒になってくると、だいたい「いろいろと」でごまかす。

　また適当にあしらおうとしているな、この人……。

　この一年、私をさんざん待たせて不安にさせたんだから、説明してくれてもいいんじゃないだろうか。じっと神崎さんを睨むと「わかったから、その目をやめろって」とたじろいだ。

「本当は、弟が会社を継ぐ予定だったんだ。学生時代から弟は経営に乗り気で、社長になるのが夢だった。対する俺は、跡を継ぐことに興味はなかったから、家のことは全部弟に譲るつもりだった。だから俺は早めに家を出て、まったく違う会社に就職して、あえて弟とは違う道を選んで生きてきた。俺が放蕩息子を演じることで、両親も納得して弟を跡継ぎに据えることができた」

　だが――と言葉を止めて、神崎さんはチッと舌打ちする。

「――俺が思っていた以上に、弟は経営者向きじゃなかったらしい」

　神崎さんは手の甲を額に当て、沈痛な面持ちを浮かべた。赤信号で停車すると、上を向いてだるそうに目を閉じる。

「大学で習った流行りのビジネス論だか経営手法だが知らないが、与えた資金で無茶苦茶やらかして大赤字、そのうえ、軽率に手を出した新事業が派手にコケて顧客や株主の信頼も喪失。経営陣は弟を許すまいと排斥論を唱え始めた。この一年間、俺が奔走して弟の尻ぬぐいをすることで、なんとか丸く収めたんだ。弟を会社に残す代わりに、俺が社長になって舵を取るっていう条件つきで」

　疲れ切った顔で神崎さんはシートにもたれる。信号が青に変わって、わずかに反応を遅らせながら、気だるく車を走らせた。

「お前以上に手間のかかる弟のせいで、この一年、色恋にうつつを抜かすこともできなかった。ってことで、いい加減その目をやめてくれないか？」

「……私の目はどんな風に見えているんですか？」

「穢けがれを知らない潤んだ瞳でキラキラ見つめられると、罪悪感にさいなまれる」

　神崎さんは前を向きながら、左手で器用に私の目を塞ぐ。

「……神崎さんの事情はわかりましたけど」

　大きな左手を目の上からどけて、その、神崎さんが嫌だという目でじいっと彼を見つめた。

「会ったり話したりする時間がなくても、せめてメールの一本くらいくれたって……」

『待っていろ』、そのひと言をくれるだけで、私は彼を信じることができたのに。

　神崎さんは運転しながら、ちらりと私を流し見る。

「……悪い。全部片づいた後、お前を迎えに行くって決めてた」

『決めてた』って、なんて勝手な。こういうときだけ、どうしてバカみたいにストイックなんだろう。

「そうならそうと、説明を……」

「それに、一度お前と連絡をとったら、そのままずるずるいきそうで――」

　高くそびえるタワーマンションの前で、神崎さんはハンドルを切った。地下駐車場に続く傾斜を下って、太い柱の横の一角に車を止める。

「女にうつつを抜かして、仕事ひとつ片づけられない男なんて、格好悪いだろ？」

　停車と同時にシートベルトを外した彼が、私の方へと身を乗り出す。

　左手を助手席のシートの肩につくと、右手で私の左頬を手繰り寄せ、押さえつけるように熱く唇を塞ぐ。

　ねっとりと絡みつくように、彼の舌が私の口内をまさぐる。あっという間にぼうっと意識が遠くなり、抵抗すらできなくなった。

　そういえば、私、酔っぱらってたんだ。

　ここに辿り着くまで気を張っていたせいか、意識がしっかりしていたけれど、誰の邪魔も入らないこの静かな空間で口づけをもらったら、気が抜けてとろけてしまった。

「んっ……うぅ……ん」

　自分の吐息が熱い。アルコールの香りが混じっている。

「俺まで酔わされそうだ」

　薄暗い中、彼の端正な顔に影が落ちて、怖いほど色めいている。官能的な瞳にこのまま食べられてしまいそうだ。

「お前、俺がいない間に、逢沢のものになったんだったな」

　私の下唇にかみつきながら、神崎さんが忌々し気に吐き捨てる。

　もがく私の顎を押さえつけて上向きにさせると、今度は吸血鬼のように首筋に甘くかみついた。

「あっ、いやぁ……っ」

　酔っているせいだろうか、麻酔がかけられているように痛みを感じない。彼の舌と唇と、少し硬い歯の感触を感じながら、私はシートの上でみっともなく喘ぐ。

　情けない私の惚けた姿も、お酒のせい……ということにしてもらえないだろうか。

「奪い返してやる。お前の全部……」

　神崎さんが、私のブラウスの一番上のボタンに手をかける。

　ひとつ、ふたつと外して、三つ目に辿り着いたとき、私の鎖骨の辺りを食べようと彼が顔を近づけた。

「こ、こんなところで……誰か来たら……」

「場所を考えられないほど俺を煽ったのは、お前だろ」

「待っ……」

　ひう、と喉の奥で悲鳴があがる。夢中になりすぎて呼吸を忘れていたのだろうか、急に酸欠になって、パクパクと空気を求める。

「……誤解です……私、逢沢さんとは、なにも……」

「どうでもいい。お前が過去に誰と寝ようが、今の俺には関係ない」

「嘘……」

　どうでもいいって、顔してない。だからこんなに急いで私を求めるんでしょ？

「神崎さ……待って、お願い……」

「……京吾、じゃなかったのか？　あの日、生意気に俺をそう呼んでたよな」

「京吾ぉ……」

　力を失くした腕が、ダン、とドアガラスに当たる。

　気持ちがよくて、眩暈がする。息ができなくて、意識が遠のく。

「京……吾……」

　彼の温もりに包まれながら、私は一年ぶりの幸せに満たされて、意識を失くした。







第四章　Kiss In The Sunshine　戸惑いの朝




「起きろ、咲島。遅刻するぞ」

　安眠を妨害する低い声。体はものすごく休息を求めていてだるい。

　眠りが浅くなった途端、頭痛に気がついて、私はうぅっと呻いた。

　そうか、私、ゆうべ飲みすぎてしまったから。久しぶりの二日酔いだ。

「ほら。しっかりしろ。いいのか、遅刻しても。俺は全然かまわないが」

　いいわけない。ちゃんと起きなきゃ。とはいえ、低血圧のせいかぼんやりとして体が全然言うことを聞いてくれない。

　っていうか、私の名前を呼ぶこの声は……？

「なんなら、俺が服を着せてやろうか。そういえば、お前の下着っていつもシンプルな白だよな。もう二十代も後半だろ？　そろそろ色気を覚えた方がいいんじゃないのか？」

　余計なお世話よ。働く女の下着は、色っぽさより着け心地重視なんだから。

　だいたい、色がついてると透けたりするでしょ？　見せる相手もいないことだし……ん？

　文句を言おうとしたとき。やっと働き出した頭が、私の下着の色を知るその声の持ち主を導き出した。

　……神崎さん？

「きゃあ！」

　薄目を開けた先に呆れ顔の神崎さんが見えて、急速に意識を取り戻した私はベッドから跳ね起きた。

　嘘!?　ここどこ!?　なんで私、下着なの!?

　そのうえ、肘をついて横たわる神崎さんは上半身裸で、一緒のベッドに入っていて、再び私は「きゃああ！」と悲鳴をあげた。

「いちいちうるさいよ、お前は」

　乱れたワイルドな黒髪をガシガシかきながら、神崎さんは半眼で私を睨み見た。

　朝日を浴びて、健康的な肌がなまめかしさを増している。

　ついでに、普段は服の下に隠されている逞しい胸板がダイレクトに目に入ってきて、眩暈がした。

　これは充分、叫ぶに値する事態だ。

「ど、どうしてですか!?　ここ、どこですか！」

「俺の家だよ。お前、車で爆睡してたから運んできてやったんだぞ。ありがたく思え」

「あ、ありがとうございます……でも、なんで下着!?　もしかして、し、し、しましたか!?」

「まだしてない。というか、しかけてた。途中で寝る神経がわからん。ちなみに、服は皺になるからそこにかけておいた」

　指し示す方向を見ると、ハンガーに昨夜まで着ていた服がかかっていた。

　その気遣い、ありがたい。いや、ありがたくはない？　私、脱がされたってことだよね？

　しかも今、私の下着に文句つけてなかった？

　肌がけにくるまったまま混乱している私を呆れたように眺めながら、神崎さんは上半身を起き上がらせた。

　腹筋が割れていて眩しい。一年前は、朝まで一緒にいなかったから、くっきりとした凹凸に気づかなかった。

「それよりお前、会社どうすんの？　昨日と同じ服のままでいいのか」

　ひく、と私は表情を強張らせる。

　それは社会人としてまずいと思う。それどころか、彼に抱きかかえられてここまで来たせいで、もしかして靴すらないんじゃ……？

「他人事みたいに言わないでください！　神崎さんが悪いんですよ!?　強引に私をさらってくるから！」

「わかったわかった。車で家まで送るから、ピーピーわめくな」

　だるそうに立ち上がると、彼は白いシャツに袖を通した。

　服を着てはくれたけれど、一度裸を見てしまうとダメみたいだ。その薄い布地の下にあの体があると思うと、緊張と羞恥で顔が真っ赤になってしまう。

　いつも以上にアンニュイな雰囲気なのは、朝だからだろうか。憂いを帯びていて、手の届かない大人の男って感じがする。

　ドキドキする……。

　鼓動を高鳴らせながら、うしろ姿をまじまじと見つめていると。

「……なんだよ？」

　突然振り向いた彼とバッチリ目が合ってしまった。

　しまった……！　私はうろたえて目を逸らす。

「な、なんでもありません……！」

「……ふぅん」

　彼は立ったまま腕を組んで、仕返しとばかりに私をじろじろと観察する。

　な、なんで見つめてくるの……!?

　必死に目を逸らす私に、彼はフッと吹き出したかと思ったら、こちらに近づいてきて人差し指で私の顎をくいっと押し上げた。

「なに考えてるか、バレバレだ」

　ニッといやらしく口元を歪めて、とびきり意地悪な表情を作る。

「な、な……」

　バレバレ!?　彼の体が頭から離れなくて悶え苦しむ私の胸の内がバレバレなの!?

　顔を赤くしてわななく私を、彼は「ばーか」と嬉々として蔑むと、唇に軽くキスを落として部屋を出ていってしまった。

　し、心臓に、悪い……。

　ベッドに手をついて荒くなってしまった呼吸を落ち着けていると、

「シャワー浴びるだろ？　これ、タオル」

　彼が突然部屋に戻ってきて、私にバスタオルを放ったから、反応することすらできず頭からタオルを被ってしまった。

「その間に、朝食作っておいてやるから」

　ぶっきらぼうにそう告げて、再び姿を消してしまう。

　頭からタオルを引き剥がして、私は、はぁぁ、とため息をつく。

　本当に、心臓に悪いよ。

　鼓動を落ち着けることすらできないまま、バスルームへと向かった。

　シャワーを浴び終えてやっと冷静になった私は、あらためて辺りを見回して、この家の豪華さに息を呑んだ。

　豪邸と言っても遜色のない部屋の数。広々とした間取りに、海外セレブの邸宅を思わせる大ぶりな家具。部屋や廊下にはモダンなアートが飾られていて、素人には真似できないハイセンスなインテリアだ。

　リビングは壁一面が窓になっていて、ブラインドの向こうには高さ三十階から見渡す都心が広がっていた。

　……神崎さんって、こんなに高級なマンションに住んでたんだ。

　家具がどれもまだ新しそうなところを見ると、会社を辞めて社長になってから越してきたのかもしれない。

「神崎さんが、こんなに部屋にこだわる人だとは思いませんでした」

　仕事以外は大雑把だから、住めればいいとか言うタイプだと思ってたのに。

　キッチンに立つ神崎さんは、フライパンを振りながら答える。

「面倒だから、全部インテリアコーディネーターに任せたらこうなった」

　……やっぱり面倒くさかったんだ。

　とはいえ、この部屋に自然と馴染んでいる神崎さんの存在感もなかなかのものだ。シャツにスウェットパンツというラフな格好ですら、洗練されていて素敵に見える。

　彼が用意してくれた朝食は、トーストとスクランブルエッグ、サラダというシンプルなもの。

　それでも、神崎さんが私のために作ってくれたのだと思うと、なんだか嬉しくなってしまった。

　朝食を終え、私たちは家を出る準備を始めた。

　彼は私を家まで送った後、そのまま出社するつもりのようだ。上質なブラックのスーツに身に包むと、纏う空気が一瞬にして〝できる男〟のそれに変わった。

「昔みたいにノーネクタイじゃないんですね」

　あの頃の、シャツにベストを合わせたスタイルが懐かしい。

　凛々しすぎる神崎さんは、私の知る彼じゃないみたいだ。

「誰もいないときは、こっそりネクタイを外している。まぁ、だいたいは誰かがそばにいるけどな」

　相変わらずネクタイは嫌いなようで、よく見ると締め方がちょっと緩い。そのうえ、曲がっている。

「こっち向いてください」

　彼の正面に立って襟元に両手を伸ばす。左手で結び目を微調整しながら、軽く右手でネクタイの先を引っ張った。

「苦しくても、我慢してください。社長なんですから」

「お前……保護者みたいなこと言うな」

「保護者ぁ？」

　せめて彼女か、奥さんにしてほしかった。

　むっとして見上げると、彼はプッと吹き出して「冗談だ」と笑いを堪える。

「お前はいつも口うるさく俺を叱るよな。領収書、早くまとめろだの、交通費の精算早く出せだの」

「なっ……当たり前のことしか言ってませんから！」

　彼の雑務を管理するのが私の仕事だったんだから、仕方ないじゃない。うるさいくらいに言わないと領収書出してくれないんだもの。

「私だって、好きでうるさく言ってたわけじゃありません。神崎さんが全然やってくれないから――」

「違うよ、鈍感。感謝してるって言ってるんだ。いつも俺の面倒見てくれてありがとうな」

　ハッとして顔を上げると、彼はちょっとはにかんで私をぼんやりと眺めていた。

「いつまでも、俺の世話、焼いててくれよ、三花」

　朝の爽やかな光を受けた彼の表情は清々しい。いつもの傍若無人な姿とは違う、真摯な一面が見え隠れする。

　なにその優しい顔。初めて見た。

　思わず息を詰まらせていると、背中を丸めて屈んだ彼が、私の頬を支えながら、そっと唇にキスを落とした。

　彼の舌が、私の唇をとろりとなめとり、中に入ろうと強引にこじ開けてくる。

　真面目な顔でそんなことするなんて、反則だ。抵抗する気さえ湧いてこない。

「んうぅ……」

　思わず吐息を漏らして、へたり込んでしまった。頬が熱くて顔が上げられない。冷静なときにするキスって、嬉しすぎて困りものだ。

「三花、どうした」

「きゅ、急に、名前で呼ばないでください」

　さっきまでふざけ合っていたのに。突然色めいた男の魅力を押し出してくるなんて。いきなりそんな熱っぽい眼をするとか、ずるい。

「お前、照れてんの？」

　神崎さんがしゃがみ込んで、上を向けない私の顔を覗き込もうとする。

「照れてなんか」

「照れてるだろ」

「からかわないでください」

「からかわないでどうする」

　そっぽを向く私の顔を無理やり真正面に向けさせる。

　視界に飛び込んできた彼の本気顔に、まいってしまう。

　どうしよう、こんな蜜しかない表情で見つめられたら、強がれないじゃないか。

　ただただ彼のことが愛おしくて、どうしようもなく……。

「……好きです」

　唇からこぼれ落ちたのは、私の本心。

「ここで、素直に『好き』とか……からかう気も失せる。いじめっ子キラーだな」

　彼は嘆息して、くつくつと笑った。

「俺も、愛してる」

　突然、神崎さんがのしかかってきて、私の体を床へと押しつけた。貪るような情熱的なキスに、呼吸が止まる。

「や、やだ、神崎さん……！」

　フローリングのひんやりとした感触が、私の背中をゆっくり冷やしていく。

　けれど体の中はどんどん熱くなっていって、彼の熱に焼かれてしまいそうだ。

「こんなところで……やめてください」

「顔が抱いてって言ってるぞ」

「言ってませんってば！」

　これから仕事だというのに、こんなことをされたら、一日使い物にならなくなってしまう。

　すると彼は私の体をすくい上げ、昨晩に続いてお姫様抱っこで抱き上げた。

「ここが嫌なら、ベッドへ連れていってやる」

　違いますって！　場所だけの問題じゃなくて。神崎さんだって、これから会社でしょう？

「待って、神崎さん！」

　先ほど眠っていたベッドルームへ私たちは舞い戻る。大きくてふかふかのベッドのど真ん中に放り投げられて、逃がすまいと彼が上から跨った。

「ゆうべの続きだ」

「う、嘘ですよね？　朝からそんなこと、しませんよね……？」

「愛を確かめ合うのに、朝も夜も関係ないだろ」

　彼は容赦なく私のブラウスのボタンに手をかけ、あっという間に外してしまう。

「三花」

　名前を呼ばれて、びくりと体が震えてしまった。気がつけば、神崎さんらしくないちょっと弱気な瞳で、懇願するように私を見つめていて。

「抱かせてくれ」

　……ずるい。そんな顔でお願いするのは。

　胸元にキスが降ってきて、すぐさま理性が剥ぎ落とされる。

　指でなぞられた場所がじんじんする。いつの間にか呼吸が荒くなって、羞恥に身悶えてしまった。

　気絶しそうなくらい恥ずかしいけれど。これが彼の愛の証であるならば、全身で受け止めたい。

　……初めて気づいたことがある。あの日、とめどない快感に溺れたのは、お酒と背徳感のせいだと思っていたけれど。

　実は酔っていようがいまいが同じことで、いずれにせよ彼の熱にほだされる運命だったらしい。




「だから言ったんだ。一度タガが外れたら、そのままずるずるいきそうだって」

　現在の時刻は、八時半。このままいけば、定時にギリギリ間に合うかどうかというところだ。

　私の家に向かって車を走らせながら、神崎さんは誘惑に負けてしまったことを猛省しているようだった。

「だから言ったじゃないですか。朝からあんなこと、ダメだって」

「お前だってノリノリだったくせに」

「ノリノリなんかじゃ……！」

「キスするとすぐその気になるだろ。単純な奴」

　赤信号の間を狙って、隙ありとばかりに私の唇を奪おうとする。

「も、もう！　運転に集中してください！」

　叱咤しながらも、すぐに顔が赤くなってしまうのが悔しい。

　そんな私を見透かすように、神崎さんはフンとしたり顔で私を見下ろした。

　私の勤める『アストロクリエーション株式会社』――通称『アストロ』は、一応フレックス制を採用しているものの、顧客からの問い合わせ窓口が九時半から営業しているため、それに合わせて九時半までに出社するのが暗黙の了解となっている。

「神崎さんは、定時とかあるんですか？」

　重役出勤とか言うくらいだから、何時でもいいのかなと思いきや。

「ほかの社員と同じ九時と、自分で決めている。まぁ、遅れたからって文句を言う奴もいないだろうが、自制の問題だろう」

　意外と早くて驚いてしまった。しかも『自制』って。神崎さんには似合わない言葉だ。

「じゃあ、今日は遅刻なんですか？」

「最悪、十時の会議までに行ければいい」

　さっそく『自制』が崩壊しちゃってるけど。

　なるほど、仕事に集中していたという一年間、私と連絡をとらなかったのは正解だったのかもしれない。毎日これじゃあ、社長への信頼度はゼロだろう。

「お前の方は――九時半ギリギリだな」

　道の混み具合を見ながら神崎さんが予測を立てる。

　もしも遅刻してしまったら、上司である逢沢さんになんて言い訳しよう。

　昨日、お酒を飲みすぎて泥酔して、そのうえ男の家にお持ち帰りされて遅刻しました、なんて口が裂けても言えない――というか、言うまでもなく逢沢さんはすでに事情を知っている。

　気まずい。

「遅刻の理由、逢沢さんになんて言ったら……」

「そのまま言えよ。俺と朝からセ――」

「神崎さん!!」

「……冗談だ。二日酔いとでも言っておけよ。だいたい、お前を泥酔させたのはあいつの落ち度なんだからな」

「完全に、私の自己管理能力のなさじゃないですか……」

　頭を抱えて助手席でうなだれる。

　確かに私はお酒に弱くてすぐ歩けなくなってしまうが、せめて翌日は遅刻しないようにと気をつけてきたのに。

　彼は彼で軽口を叩きながらも反省しているようで、赤信号で息をつくと、ハンドルに突っ伏した。

「……俺はこのままじゃ、色恋に溺れたダメ社長になる」

「しっかりしてくださいよ。就任したばかりでしょう？」

「咲島ぁ～、お前、自分を棚に上げて……」

　唸り声をスルーする。彼だけのせいではないけれど、私だけのせいでもない。連帯責任でしょう？

「……これからは、平日の朝はやめよう。夜にしよう。決めた」

　いや、すごく胸を張って言ってるけど、それって当たり前のことです。

「それより、平日は女性を家に泊めないとかの方がいいんじゃないですか」

「じゃあお前は、今日からどこに泊まるつもりなんだ？」

「はい？」

　泊まるって？　どうして外泊前提で話が進んでいるのだろう。

「家に帰りますけど……？」

「逢沢に合鍵奪われたのに？　夜中に押し入られたらどうするんだ」

　え、と私は硬直する。

　そういえば、逢沢さんに戸締まりを任せてしまったんだっけ。つまり今、私の家の合鍵は、逢沢さんの手元にあるんだ。

　相手が心優しい上司とはいえ、随分不躾なことを頼んでしまった。

「……そう仕向けたのは神崎さんじゃないですか！」

「だから責任持って、鍵をつけ替えるまで泊めてやるって言ってるんだ。俺の家に来い」

　家に来いだなんて簡単に言うけれど、再会してただでさえ気が動転しているのに、さっそく連日お泊まりだなんて、心の準備が追いつかない。

「……大丈夫ですよ、逢沢さんは紳士な方ですし、鍵だってちゃんと返してくれます」

　……と思いたい。あの逢沢さんだもの。

　とはいえ、私が神崎さんに連れられて家を出たときの彼の剣幕は異常だったかもしれない。私が車に乗せられた後も、マンションの前からじっと鋭い瞳で睨みつけていたし……。

「お前、あっさり逢沢から俺に乗り換えたこと、忘れてないか？　恨まれてないとでも？　合鍵複製されて夜中に襲われても知らないからな」

「あはは、まさかそんな」

　笑い飛ばしたものの、恋愛には意外と積極的な逢沢さんだ、ものすごく恨まれていたりして……。

　まさか、ね……？

「そもそも私、逢沢さんとは付き合っていませんでしたし、そんなに恨まれているとは……」

　途中で神崎さんのじとっとした視線に気がついて、ハッとした。そういえば、神崎さんは私と逢沢さんが付き合っていると誤解したままだっけ。

「と、とにかく、逢沢さんとはそういう関係ではないので」

　ギクシャクと弁解すると、神崎さんはちょっとだけ声を低くして「お前はそうかもしれないがな」と呆れたようにため息をついた。

「逢沢もそう思っていたとは限らないだろ。家まで送らせるってことは、少なからず男に期待を持たせるってことなんだから」

「え……」

　彼のひと言に、もしかして自分がとても残酷なことをしたのではないかと、ズンと胸が重くなった。

『頼ってくれて嬉しい』って、逢沢さん、言ってくれたのに。私、逢沢さんの好意を踏みにじってしまったんだ……。

　うつむく私の頭を、神崎さんは不器用にくしゃっと撫でる。

「気に病むなよ。だいたい、俺が結婚したなんて嘘の情報を吹き込んでお前を手に入れようとしたあいつが悪いんだ。逢沢は、お前が思っているような良心的な人間じゃない。それに、お前のことだって……」

　なにかを言いかけたところで、神崎さんは口をつぐむ。どうしたのだろうと覗き込むと「なんでもない」とごまかして逃げるように目を逸らされた。

「とにかく、逢沢にはこれ以上近づくな。……まぁ、仕事上難しいとは思うが」

　なにかを隠しているようなもったいぶった口振りで、無理やり話を終わらせた。

　なんだか気持ちが悪い。逢沢さんと、過去になにかあったの……？

「……ところで、神崎さん。さっき、家に送らせることは期待させることだって言ってましたよね？」

「ん？」

　お互い振り向いて、パチリと視線が合う。

「じゃあ神崎さんも、昔、私を家に送るたびに期待してたってことですか？」

　飲み会があるたびに、神崎さんは私を家まで送ってくれた。

　毎回、玄関の前で、はいさようなら、とばかりにお別れしていたけれど。

　もしかして、一回くらいは、部屋にあげてほしいなんて思ったことがあったのかな……？

　……ないな。神崎さんに限って。

　ばーか、自うぬ惚ぼれるな、そんなことを言ってあしらわれるかと思ったけれど。

「……少し、違うな」

　神崎さんはフロントガラスの奥に続く道路を見据えながら、静かに答えた。

「大事な部下と関係を持とうなんて、考えなかった。……ただ、ほかの奴に送らせたくなかったのは事実だな」

　ドキン、と大きく鼓動が跳ねる。彼の物憂げでメランコリックな横顔に見惚れてしまっていた。

　私のこと、部下として、大切にしてくれてたんだ。

　それから……こんなことを思う私は、自意識過剰なのかもしれないけれど……。

　ほかの人に送らせたくなかったってことは、私のこと、少しは自分のものにしたいって思ってくれてたってことだよね……？

　当時の私は、女性扱いされている自覚なんてゼロで、そういう目で見られているなんて考えたこともなかったけど。

　……なんだかちょっと、嬉しい……。

　すました顔をキープしながらも、心の中が熱を帯びてくる。

「それから、これ」

　私のマンションの前に車を停めた神崎さんは、ポケットからなにかを取り出して、おもむろに私の膝の上に落とした。

　キラリと輝いたのは――鍵。

「お前の方が、帰るの早いと思うから。それ使って部屋に入ってろ」

　そっぽを向いたまま興味なさげに言う彼。これってもしかして――。

「合……鍵……ですか？」

　もらった鍵を手のひらに載せてまじまじと眺める。神崎さんの部屋の鍵をもらえるなんて……それって……。

「なに驚いた顔してんだ。お前だって、俺に合鍵渡してただろう」

　さも当然のように言うけれど、私が渡した合鍵と、彼がくれた合鍵じゃ、役目が全然違う。

　私の場合は、酔っ払いのお世話をお願いしただけ。でも、彼の場合は、そこに恋愛感情が存在していて……。

「そうですね」

　そっけない返事をしながらも、顔は完全に緩んでしまっていた。

　合鍵を渡してくれるってことは、きっと、本気で私のことを思ってくれてるってことで。

　……私の、思い上がりじゃないよね？

　片思い歴、五年。さらに、待つこと一年。やっと私は、憧れの彼に愛してもらえたんだ。







第五章　疑惑のSweet & Pain




「おはようございますー……」

　会社へ辿り着いたのは遅刻ギリギリの九時半、なんとかセーフだ。

　すでに周りは慌ただしく奔走していて、この時間に出社してきたことを詮索してくるような暇人はいない。

　慌ただしさの波にまぎれて、私も仕事を始める。あっという間に午前中が終わり、午後からは客先だ。

　社食でお昼ご飯を食べてから出よう、そんなことを考えていたとき。

「咲島さん、今日は金額の交渉だよね？　俺も一緒に行くよ、何時に出る？」

　いつも通りの声で背中から話しかけられて、私はギクリと身を強張らせた。振り向けば、普段となんら変わらない様子の逢沢さんの姿。

　どうしよう。昨日のこと、謝る？　いや、このタイミングは迷惑だよね、これから客先だし、仕事の前にそういう話をするのはちょっと。できることなら、一日の終わりかなんかにあらためて……。

　ぐるぐると思案した結果、とにかく、今、ふたりきりになるのは気まずいという結論に至った。

「ちょうど今から出るところだったんです。お昼、外で食べてから行きますので、現地集合でもいいですか？」

　そう言い訳して逃げ出そうとすると。

「俺も食事まだだから、一緒に外で食べようか。急いで支度するから待ってて」

　強引に押し切られてしまって、私の目論見はあっさりと砕け散った。

　結局、ふたり仲よく並んで会社を出ることになってしまい……。

「今日の打ち合わせは、できれば、契約金額をもう少し上げる方向で話を進めたいんだ。このクライアントはメンテナンスの問い合わせがすごく多いから、サポート的な名目で別途オプション費用を計上するとか、あるいは――」

　逢沢さんは、あえて昨日の話題に触れないようにしているのか、当たり障りのない世間話や、この後の仕事の話なんかで間を繋ぐ。いつも通りすぎる態度は、むしろ怖いくらいだ。

　昨夜、神崎さんと姿を消してしまったことについて、どう思っているのだろう。

　話を切り出すのは怖いけれど、このままでは居心地の悪さが長引くだけだし、タイミングを見計らって話さなければと、プレッシャーだけが募るのだった。




　私たちは目的地の手前で電車を降りて、ランチ処を探した。

「まだハッキリと情報公開されたわけではないんだけれど、大口の新規顧客の案件が入ってきそうなんだ。今後、もしかしたら、俺たちはそちらにかかりきりになるかもしれないな」

　見つけた雰囲気のいい創作和食屋さんで、窓際の四人席にゆったりと座りながら、私たちは仕事の話をポツポツと交わした。

　時間をずらして訪れたせいか、お客さんもまばらで、食事もすぐに出てきた。そのうえ、割とリーズナブルな値段で手の込んだ創作料理が出てくる。いいお店を見つけたかもしれない。

「じゃあ、既存案件はどうするんです？」

「咲島さんが一年かけて少しずつ手順書を整えてきてくれたおかげで、無理なく引き継げる状態にはなっているからね。既存案件は後任に任せて、君には新規案件の旗振りでも任せようかな」

「は、旗振り!?」

　思わず食事の手を止めた。

　旗振り――つまり、現場の指揮監督ってことだ。主任とか、それよりもっと上の主査とか、マネージャーの仕事である。

　どうして私が？　ポカンと口を開けていると、逢沢さんは苦笑いを浮かべながら、困ったように首を傾げた。

「まぁ、俺も驚いたんだけど、それが上の意向らしくて。もしかしたら、この一年頑張ってきたことで出世コースに乗ったのかもしれないよ」

「わ、私がですか!?」

　思わず耳を疑ってしまう。同期の中でも一番出世と縁遠かった私が出世コースだなんて、にわかには信じがたい。

「俺としては、あまり君にばかり負担をかけたくないんだけどね。去年も随分無理をさせてしまったし」

　逢沢さんは箸を置き、ふう、と軽くため息を漏らして窓の外を眺めた。

　無理をすることになったのは、神崎さんの仕事を私が一身に引き継いだから――なんとなく神崎さんを連想してしまって、私は目線を逢沢さんから料理へと逃がした。

「咲島さん」

　ふたりの間の空気が微妙に変化する。それを感じ取ったのは逢沢さんも一緒だったらしく、声をあらためて私へ向き直った。

「今日も神崎のところに行くの？」

　ぽとり、と茄子とチーズのはさみ揚げが私の箸から落ちた。

　答えあぐねていると、逢沢さんは三つ葉の香りが漂う鴨出汁のお吸い物をひと口飲んで、わずかに声を明るくして言った。

「合鍵、すぐに返したいところなんだけど、俺としたことが家に置いてきてしまって。明日でもかまわないかな？」

　こんなに明るく、合鍵の話を……。気を遣ってくれているのがありありとわかって、いたたまれなくなってしまう。

「……昨日は、すみませんでした……勝手に出ていったりして」

　箸を置いて頭を下げた私に、逢沢さんはなぜかクスリと笑った。

「よかったじゃないか。神崎が迎えに来てくれて。ずっと待っていたんだろう？」

「はい、でも……」

「ゆうべはね、つい神崎の顔を見たら、怒りが湧き上がってきてしまったんだ。君が一年間苦労してきたのを間近で見ていたから。でも冷静になって考えてみれば、君の長年の願いが叶ったんだから、祝福すべきだよね」

　清らかに澄み切った笑顔でにっこりと微笑んでくれる。慈愛に満ちていて、女神様みたいに輝いて見えた。

　やっぱり、逢沢さんは超がつくほどの紳士じゃないか。神崎さんの嘘つき。

「おめでとう。神崎と、お幸せにね」

「ありがとうございます。それから、いろいろとごめんなさ――」

「いいんだよ、謝らなくて。君は自分の幸せだけを考えていればいい」

　そう言って笑ってくれた逢沢さんを見て、私は胸を撫で下ろした。こんなに優しい人だもの。鍵を悪用するはずなんてない。

　きっと神崎さんは、私が逢沢さんと付き合っていると勘違いしたから、敏感になっていただけなんだ。

　食事を終えた私たちはクライアントのもとへ向かった。

　商談は滞りなく進み、逢沢さんの目論見通り、契約金額をプラスする方向で決まりそうだ。

　商談を終えた私たちは一度会社へ戻り、私はデスクで事務作業を始め、逢沢さんは定例営業会議に向かった。

　会議の終了時刻は十八時と聞いていたけれど、時間を過ぎても一向に終わる気配がない。どうやら今回の営業会議は随分と白熱したものになっているようだ。例の、大口の新規案件の話だろうか。

　私が担当するかもしれないという、その新規案件がちょっと気にはなっていたが、聞くのは明日にしようとあきらめて、帰り支度を整えた。




　神崎さんのマンションは、都心のど真ん中。商業ビルや映画館などがひしめく駅前から十分くらい歩いた、高級住宅街の一角にある。

　駅前を歩くと、帰宅途中のビジネスマンのほかに買い物客も多く行き交い、夜になっても賑わっていた。

　前後を百貨店に挟まれたセンター広場に差しかかると、どうやらイベントが開かれているらしい。クラシックの生演奏が聞こえてきて、大勢の人が集まっていた。

　ぼんやりと眺めながら歩いていると、たまたま目に入った告知ポスターに見知った名前を見つけて、思わず私は足を止めた。

【神崎コーポレーション主催、世界の名食マルシェオープン記念「音と美食のワンダーライブ」】

　……神崎さんの会社が主催するイベント？　じゃあ、もしかして神崎さんも来ていたりして……？

　駅へと続くスロープを上りながら、階下に広がるイベント会場を見下ろして目を凝らす。何百人という観衆がごった返す中、関係者のいそうなステージ脇を中心に、右から左へ視線を流していると。

　ステージの陰の観客からは見えない位置に、キリリとスーツを身に纏った、ひと際スタイルのいい長身の男性を発見。

　一瞬芸能人かと見間違うそのルックスは間違いなく。

　……うわ。まさか本当に、神崎さんを見つけちゃった！

　思わず心が弾んだ。電話をかけたら気づいてくれるだろうか？

　バッグから携帯を取り出してコールしてみると、彼がスーツの内ポケットから自分の携帯を取り出すのが見えた。

　彼は待ち受け画面を確認した後、通話しようと指をすべらせ――。

　その直後、隣にいた女性が、携帯をサッと取り上げた。

　……え？

　彼女が代わりに画面を操作すると、私の耳元にあった携帯から呼び出し音が消えた。勝手に切られたのだ。

　女性が神崎さんの携帯を自分のポケットにしまうと、ふたりはしばらく笑顔でじゃれ合い、再び視線を会場の方へ向けた。

　あの女性は……秘書だろうか？　社長の携帯をあんな風に扱うなんて、随分親しそうな間柄だけれど……？

　白いジャケットにスカートを合わせた、髪の長い都会的な印象の女性だった。顔まではハッキリ見えないけれど、シルエットに見覚えがあるような。

　ひとりの人物に思い当たって、私はごくりと息を呑んだ。

　……水みず上かみさん？

　水上さんとは、昔会社にいた先輩で、確か神崎さんより三つか四つ年次が上だったはずだ。ものすごく仕事のできる女性として有名で、私が入社してしばらくすると、キャリアアップのために転職してしまった。

　接点は少なかったけれど、私たち女性社員からしてみれば目標にするべき人だったから、その存在は印象深い。そしてなにより――。

　……神崎さんと、付き合っているんじゃないかって、噂されてたんだよね。

　エースと呼ばれていた神崎さんと、優秀な水上さん、お似合いのふたりだと周囲の羨望を集めていた。

　もちろん、本当のところはわからない。その後、水上さんが転職してしまい、噂もいつの間にか消えたけれど。

　……こんなところに、どうして水上さんが？　一緒に働いているの？

　神崎さんと水上さん、他人にしてはあまりにも近すぎる距離を目の当たりにして、胸の中に、もやもやと黒い感情が広がっていくのを感じた。

　……もしかして、まだ付き合ってるなんてことは……ないよね？

　湧き上がってきた不安感に耐え切れず、私は慌ててその場を立ち去り、神崎さんのマンションへと向かった。もらった合鍵で部屋の中へと入り、なるべく深く考えないようにして彼の帰りを待つ。

　疑っても仕方がない。頭ではそうわかっていても、心は思うようにいかなくて。

　……今もずっと、水上さんと一緒にいるのかな……？

　情けない嫉妬心が胸の奥で渦巻いて、落ち着いて待っていることなど到底できなかった。




　彼が帰ってきたのは二十二時過ぎ。

「ただいま～」と気だるい声を響かせて、肩には大きなボストンバッグを、両手には大きな紙袋を抱えて帰ってきた。

　ボストンバッグは私のもので、二、三日分の服や荷物が入っている。

　朝、私の家に寄ったときに、外泊できるようにと急いで詰め込んだのだ。会社に持っていくわけにはいかなかったから、神崎さんの車に積んでおいてもらっていた。

　両手に抱えたパンパンの紙袋には見覚えがない。いったいなにが入っているのだろう？

　神崎さんが紙袋を下ろすと、どす、と鈍い音がした。

「なんですか、その紙袋」

「土産だ」

　中を覗いてみると、白いふわふわとしたクッション材の隙間から色とりどりのフルーツが見え隠れしていた。

「リンゴに、メロンに、パイナップル、マスカット……？　ど、どうしたんですか、これ」

「会社でちょっとしたイベントがあってな。食材を扱うイベントだったんだが、あまりにもたくさん差し入れをもらったから、持って帰ってきた」

　イベント――私が見た「音と美食のワンダーライブ」ってやつだろう。食材販売店のイベントだから果物なのか、とまじまじと紙袋の中を覗き込む。

「お前、フルーツがやたら好きじゃなかったか？」

　彼の言葉に、私はこくこくと頷く。

「覚えていてくれたんですね」

「あんだけがっつかれれば、忘れられないだろ」

　うっ、と私は恥ずかしくなってうつむく。

　たぶん神崎さんが言っているのは、社員旅行のバイキングでの出来事――私がひとり黙々とフルーツ盛りを貪っていたのを覚えているんだろう。

　フルーツは大好きだ。けれど安くはないから、普段なかなか思う存分食べられないのがつらいところ。

「すごい……こんなにたくさん！　しかも高級そう」

　紙袋の中を眺めながら、私は感嘆の声をあげた。

　マスカットなんて、粒がひとつひとつ大きく膨れていて、ぎゅうぎゅうに詰まっている。色も形も綺麗で宝石のようだ。絶対美味しい。

　すでに私の目は、宝の山を前にしてキラキラと輝いていた。神崎さんが見透かしたようにプハッと笑う。

「じゃあ、悪いが剥いてもらっていいか。俺の夕食用に。果物の皮を剥くのは面倒で嫌いだ」

　出た。神崎さんの「面倒」。

「任せてください。でも、夕食が果物だけじゃ足りないでしょう？」

「もうこんな時間だから果物だけでいい。普段だったら食わないし」

「不摂生ですね」

「いつかお前が俺の夕飯を毎日作ってくれるようになったら、ちゃんと食うよ」

　まさかプロポーズでも匂わせているのだろうか、ポン、と私の頭に手を置いて、ナチュラルに照れくさいことを言ってのけた。

　まさか、ね……？

　自分の心をたしなめつつも、明日はちゃんと夕飯を用意しておこうなんて、心の中でこっそりと決意する。使い勝手に慣れるまでキッチンには立たなくていいと言われているが、毎日デリバリーのご飯を神崎さんに食べさせるなんて、彼女として心苦しい。

「果物、用意しておきますから、お風呂でも入っててください」

　そう言いながら私は大きな紙袋を抱え、キッチンへ向かう。

　さすが重量級のフルーツがたくさん入った紙袋だ、重い。

　よろよろしていたら、彼がすかさず紙袋を私の手からすくい上げ、キッチンまで運んでくれた。

「お前、昔から不器用だったよな。こういうときは素直に手伝ってくれって言えばいいのに」

「す、すみません……ありがとうございます」

　不器用と言われてちょっとムッとしたけれど、確かに私は昔から、自分の実力以上のことをやろうとして失敗することが多かったから、なんの文句も言えない。

「あとは大丈夫ですよ、切るだけなので」

　けれど彼は私を心配しているのか、しばらくうしろで腕を組んで見守っていた。

　そうやって手元をじっくり見られると、緊張するんだけど……。

　私は落ち着かないまま、ギクシャクとした動きでパイナップルを持ち上げてまな板の上に置いた。

　まずは頭とお尻の部分をカット――と思ったが、硬くてなかなか包丁が差し込めない。体重を乗せ、力いっぱい刃を押し込んでなんとか切り落とす。

「よい、しょ……と」

「……お前、料理下手なのか？」

「え!?　し、失礼な！　パイナップルが硬いだけですよ」

「……貸せよ」

　神崎さんはリビングのソファにジャケットを置くと、シャツの腕をまくって、ざっと手を洗った。私から包丁を受け取って、ダン、と勢いよくパイナップルのお尻を切り落とす。

「ひええ、怪我しないでくださいね」

「そんなドジするか。お前の方がよっぽど危なっかしい。で、次はどこを切ればいいんだ？」

　私の指示に従って、神崎さんはパイナップルをどんどん切り分けていく。

　面倒くさいなんて言う割に、結局手伝ってくれるんだ。

　いつもそうだ、彼は自堕落な放任主義者を演じているが、実は面倒見がよくて、私のことをきっちり見ている。で、私が失敗しそうになると、すかさず手を差し伸べてくれる。

　たぶん、結構甘やかし気質なのだ。

　硬いパイナップルは、彼の手にかかるとあっという間にひと口サイズになった。

「やっぱり力があると包丁使うにも楽そうですね」

「いや、お前、包丁を力任せに押そうとするからだろ、引いて切れよ」

　まっとうなことを言われてしまって、押し黙る。

　いや、包丁を正しく使っているかどうか以前に、硬いものは硬いんです、と反論しようかとも思ったが、言い訳にしかならないのでやめておく。

「それにしても、高級な果物ですね。オープンしたお店は、高級食材を扱っているんですか？」

「店舗によってだな。安売りはしないが、メインの商品は立地に合った価格帯のものを選ぶつもりだ。っつか、お前、なんで店のこと知ってるんだ？　俺、そこまで話してないよな」

　ギクリとして、私は笑顔を引きつらせる。もしかして、余計なことを口走ってしまっただろうか。

「だ、だって、話題になっているじゃないですか、新しいショップ！　広告も見ましたよ」

「……ふぅん」

　胡う乱ろんな眼差しで私を眺めたあと、納得してくれたのか、ふいと視線を外す。ほっと胸を撫で下ろしたのも束の間。

「そういえば、さっきの電話、なんだったんだ？」

　再び鋭い質問が降ってきて、ぴしりと固まる。

「……たいした用じゃないので、気にしないでください。……お仕事中でしたよね」

「ああ。悪いな、出られなくて」

　こともなげに謝る神崎さん。でも、事実はちょっと違う。

　……本当は、水上さんに電話を切られたんだよね？

　胸の中のもやもやが余計に大きく膨れたけれど、知られるわけにはいかない。水上さんと親密そうにしているところを見て、嫉妬していただなんて。

「あ、後は私がやりますんで、あっちで待っててください！」

　ごまかすように彼の手から包丁を奪うと、背中を押してキッチンから追い出した。

「あ、ああ……」

　訝しげな目線を私に向けながら、彼は大人しくリビングのソファに座る。

　キッチンから彼の横顔を覗き見ながら、再燃しそうになる嫉妬心を必死に抑えた。

　……神崎さんは、私のことを愛していると言ってくれたんだから、大丈夫……。

　そう自分に言い聞かせて、胸の中の不安に無理やり蓋をして、見ないふりをするのだった。




　果物を食べた後、私と神崎さんは順番にシャワーを浴びた。

　先に入れと言われたけれど、後からのんびり入った方が気楽でいいからと断った。やっぱり一番風呂は家主に譲るべきなんじゃないかと思ったのだ。

　とはいえ、彼はお風呂の栓を抜いてお湯を張り直してくれたから、一番も二番もないのかもしれないけれど。

　お風呂あがり、私は家から持ってきた淡いピンク色のパーカーと、グレーのもこもこショートパンツというラフな格好でリビングに向かった。

　顔はもちろんすっぴんで、ブラも緩めのスポーツブラ――ちょっと気を抜きすぎかなぁなんて思いながらも、神崎さんの正面のソファに向かい合わせで腰を下ろすと、気づいた彼はパチパチと目を数回瞬かせて私を眺めた。

「余計に子どもっぽくなったな」

「わ、悪かったですね！」

　確かに、この格好じゃ色気もなにもないだろう。

　男性の家に泊まりに来たのだから、もっとセクシーな格好にすべきだろうか。例えば、ベビードール的な――いや、私に限ってそれはないな。彼もきっと似合わないと笑うだろう。

　ムッと頬を膨らませていると。

「そんな顔するな。冗談だから」

　神崎さんは吹き出した後、立ち上がってローテーブルを回り込み、私の隣に座った。

　とろんとした艶っぽい瞳で私の肩に腕を回すと、首筋で鼻をすんすんいわせる。

「か、神崎さん……？」

「いつも使っているボディソープのはずなのに、やたらいい香りがするな。お前自身の匂いかな」

　右の首筋に、彼が鼻先をすべらせる。ゾクリと肌が粟立って、「ひぁぁっ」と情けない声が漏れてしまった。

　慌てる私を見て面白がるように彼が体を押しつけてきて、あっという間にソファに押し倒される。

　神崎さんからもボディソープの香りがするけれど、確かに私を取り巻く香りとは少し違う。彼の匂いが混ざっている。

　鎖骨の辺りに彼の唇があたり、思わず「ぁう……」と鼻にかかった悲鳴をあげてしまった。すでに二回も体を重ねているというのに、どうしてこんなにも彼の色気攻撃に慣れないのだろう。

「続きは、ベッドでするか」

「け、今朝したばっかりじゃないですか、もうダメです！」

「一日一回っていう決まりでもあるのか？」

　一日一回でも多い気はするけれど。続けざまにして飽きられてしまっては困るから、せめて次は週末くらいがいいと思う。

　……もちろん、私だって彼と愛し合いたいけれど、大事にしたいなあとも思うのだ。

「明日も早いですし……昨日、ちょっと寝不足でしたし」

「……まぁ、お前に無理をさせるのもな」

　神崎さんは私の上からどくと、手を取って引っ張り起こしてくれた。


「なら、今日は腕枕だけにしてやる」



　ニッと眩暈のするような微笑みで囁きかけてくれるけれど、それ、私にとっては爆弾でしかない。

　……やっぱり、一緒のベッドだよね……。

　彼の隣で、腕枕をしてもらいながら眠りにつく――果たしてちゃんと眠れるだろうかと、今から鼓動がバクバグと音を立てるのだった。







第六章　Doubt――その愛は本物ですか？




　翌朝。案の定、同じベッドで寄り添うようにして眠っている彼のことが気になって、よく眠れなかった。寝不足は解消されていない。

　けれど出社するなり、逢沢さんが険しい顔つきで私のデスクまでやってきたから、眠気なんて吹き飛んだ。

「ごめん、咲島さん。少し時間をとってもらえないだろうか」

「かまいませんが……なにかありましたか？」

「昨日話した、新規案件のことでちょっとね」

　逢沢さんの笑顔が凍りついていて、ただごととは思えない。昨日の営業会議で、なにかあったのだろうか。

「少し、厄介なことになってしまってね」

　まるで説明することすら忌まわしいといった様子で、回りくどい言い方をする。

　どうしたんだろう？　訝しく思いながらも彼の後についていくと、着いた先は大会議室だった。

　ドアを開けると、会議卓には上層部の面々がずらりと勢ぞろいしていた。

　営業一課から三課までの課長、そして営業部全体を統括する次長と部長。企画部や製造部の部長まで揃っている。

　一様にただならぬ顔つきをしており、会議室に足を踏み入れた私に視線が集中した。

　瞬間的に嫌な予感がした。なんだろう、この重苦しい空気は。私、なにかしでかしてしまっただろうか。

　反射的に歩みが遅くなって、それに気づいた逢沢さんが、小声で「大丈夫だ」と囁いて私の背中を支えてくれた。

「彼女が咲島三花さんです。二課所属、入社六年。役職はまだありません」

　逢沢さんの紹介を受けて、会議卓の面々はざわめき出す。

「この大役は、彼女には少し早すぎるんじゃないだろうか」

「だが、それがクライアントの意向だろう。従わないわけには……」

「指名されたのは、彼女が神崎くんの教え子だからだろう？」

　飛び出してきた名前に、私はぴくりと背中を震わす。どうしてここで、神崎さんの名前が挙がるの……？

「なんの説明もなしに、すまない」

　盛り上がっている彼らを横目に、逢沢さんが、ひそひそと私に囁きかけた。

「新規の大口案件。あのクライアントって、神崎コーポレーションらしいんだ」

「それって――」

　どういうことだろう？　神崎コーポレーションとは今まで一切取引がなかったはず。

　このタイミングで新規契約だなんて……。

「どうやら、神崎が一枚噛んでいるらしい。大口の契約を取りつける代わりに、その管理担当者を君にしろと言ってきた」

　管理担当者――文字通り、その契約を管理する現場責任者の総称だ。

　小さな案件の管理担当ならやらせてもらったことはあるけれど、案件が大きくなるにつれてリスクも難易度も膨れ上がるから、逢沢さんのような経験豊富な人材があてがわれるのが一般的だ。

「神崎コーポレーションの、社内全業務フローのシステム化――契約が締結されれば、今期の売上の半分を占めることになるだろう。そんな大規模な案件をおいそれと経験の浅い若手に任せるわけにはいかない」

　それが、この会議室の面々を悩ませている最大の議題らしかった。逢沢さんが私を庇かばうように口を開く。

「要はプロジェクトの担当メンバーに咲島を入れればいいというだけでしょう。私が指揮をして、彼女には補佐を中心に担当してもらいます」

　この発言を受けて身を乗り出したのは、一課の課長だ。

「そもそも、二課にこの案件を引き受ける余力があるのか？　この案件独自の体制を構築すべきだ」

　くくく、と隣に座っていた三課の課長が笑う。

「君は売上で二課に負けたくないだけだろう」

　一課の課長がギッと睨みを利かせる。

　どうやら、誰に担当を任せるかだけでなく、どの課が利益を享受するかでも揉めているみたいだ。

「いずれにせよ、リスキーな案件であることには違いない。コケれば会社が傾きかねんぞ」

　重苦しいトーンで発言したのは、製造部の部長。こんなにも大規模な開発を受注したことはないから、警戒しているらしい。

　話は暗礁に乗り上げてしまった。ため息とともに、場が静まる。沈黙がびりびりと肌を焼くようで、息苦しいほどに居心地が悪い。

「私が、神崎と話してきます」

　声をあげたのは逢沢さんだった。

　鋭い視線が集中し、さすがの逢沢さんですら若干緊張しているようだった、いつもより声が硬い。

「私は、神崎と同期入社ということもあり旧知の仲です。対会社として動くよりも、まず、個人的に彼と接触して思惑を探ってみます。体制や人員についても、無理のない形で組めるよう、根回ししておきましょう」

　逢沢さんの提案に、またざわざわと会議室が騒がしくなった。不満をこぼす一課の課長に、あきらめ半分の三課の課長。

　いずれにせよ、それ以上の案が出ることはなく、最終的には営業部の部長が「頼んだぞ」と逢沢さんにＧＯを出した。

「追ってご報告します」

　逢沢さんの一礼に合わせて、私も大きく頭を下げる。

　会議室を出ると、逢沢さんがすかさず「ちょっとこっちへ」と私を引き留め、近くの小会議室へ促した。

　室内に入ってドアを閉め、ふたりきりになった瞬間、逢沢さんは、はぁぁぁ、と深いため息をこぼす。課長を務める逢沢さんといえど、あの緊張感はこたえたらしい。

「すまない、巻き込んでしまって。本当に神崎はなにを考えているんだか」

　逢沢さんにしては珍しく、愚痴っぽく吐き捨てる。もうこりごりという顔で、一番近くの椅子を引き寄せて腰を下ろした。その正面に私も座る。

「これから、どうすれば……」

「神崎に探りを入れてみるしかないな。とはいえ、今後取引をするには面倒な相手だよ。君は神崎を相手に商談して、勝てる自信がある？」

　ない、と即座に思ってしまった私は、営業失格だろうか。

　こちらの手の内を知り尽くしているうえに、私よりも何枚も上手な彼との商談なんて。正直、負ける気しかしない。

　逢沢さんだって、同じことを考えているはず。かつてエースの座を競い合っていたふたりだ、彼の剛腕ぶりを一番近くで見ていたはずだから。

　というより、今この営業部に、神崎さんに勝てる人材なんて存在するのだろうか。

　だからこそ、部長たちはあんなにも緊迫した様子で会議をしていたのだろう。神崎さんは、誰よりも敵に回したくない相手だから。

「……俺が、神崎にアポイントをとるよ。君はなにもしなくていい。こちらの動きを悟られたくないからね。ただ、ひとつだけ忠告しておくけれど……」

　不意に、逢沢さんの瞳が鋭くなって、私はハッと呼吸を止める。

「神崎を信じない方がいい」

　彼の低い声色に、ゾクリと震えが走った。

「もしこの契約が締結されれば、さっき話にも出たように、総売上の半分を占める一大プロジェクトになる。失敗したでは済まされない。そんな重い責任を自分の彼女に背負わせようとするなんて、そんな無責任な話があるか」

　彼は怒りをかみ殺すように、ギッと虚空を睨みつける。

「君を人質にとっているようにも見える。公私ともに従わなければ、契約を破棄するぞと」

「そんな……」

　人質だなんて。神崎さんがそんな姑息なことをするはずがない、そう反論しようとしたけれど、逢沢さんの眼鏡の奥にある鋭い瞳に射すくめられて、言葉が出ない。

「もしかすると、再び君の前に姿を現したのも、君を利用するためかもしれない」

「利用……？」

「君が相手なら、契約を有利に進められると踏んでいるのかもしれない。あるいは、内部の情報を聞き出そうと企んでいるのかも――」

　逢沢さんの不穏な言葉が胸に突き刺さり、ズキンと痛みが走る。

　そんなわけない、と心の片隅で訴えながらも、まさかという考えが頭をよぎった。

『愛している』と言ってくれたあの言葉は、もしかして、私を利用するための嘘……？

　この二日間、彼と過ごした時間は本物で、とてもそんな思惑があったようには思えない。

　とはいえ、どうして私を恋人として選んでくれたのだろうという疑問への答えは、いまだ見つからずにいる。

　利用するために、彼は私を選んだの……？

　胸の奥底から湧き上がってくる不安を止められない。

「彼の言葉を鵜呑みにするな。充分警戒するように」

　辛辣な忠告を残して、逢沢さんは会議室を出ていってしまった。

　ぽつんとひとりその場に残された私は、混乱する頭を落ち着けようと、必死に神崎さんとの思い出を振り返る。

　あの「愛してる」が本物だったという確証がほしい。

　まるであやまちのように体を重ねてしまった一夜から、なんの連絡もないまま一年が過ぎ去り、気まぐれのように私の元に戻ってきては、この身を激しく求めてきた。

　強引すぎて、嘘みたい。

　神崎さんは、私を迎えに来てくれたんだよね……？

　少しつつかれただけで、気持ちが激しく動揺してしまうのは、昨夜、神崎さんと水上さんが親しくするところを見てしまったせいだろうか。

　私は、本当に愛されているの？　そんな答えの出ない問いで、自分の首を絞めるのだった。




　今日は帰宅が遅くなってしまった。定時後、神崎コーポレーションからもらった発注依頼の資料を読み込んでいたのだ。大きな案件であるため、把握しなければならないことも多い。

　……神崎さんに聞いちゃえば早いのかもしれないけれど。

　頼りたくない、という気持ちもある。クライアントが恋人であることに甘えてしまったら、反則な気がするからだ。

　二十一時すぎ、帰宅の連絡を神崎さんにしてみると、すぐに返信が来て【俺もそろそろ帰るから迎えに行く】とのこと。約束の時間に会社を出ると、少し離れた大通りに、彼の運転する黒い車が停まっていた。

　神崎さんを前にしても、あくまで態度はいつも通りに。案件のことは知らないふりをしよう。

　逢沢さんには、こちらの動きを悟られるなと言われている。警戒しろ、とも。

　自然に振る舞う……そう自分に言い聞かせれば聞かせるほど、体がギクシャクとして、右足と右手が一緒に出てしまいそうだ。

　コンコン、と助手席側のドアガラスをノックすると、神崎さんがドアを開けて「おかえり」と迎えてくれた。

「迎えに来てくれて、ありがとうございます」

「……どうした？　変な顔してないか？」

　いきなり見破られてしまい、ドキリとする。どうして神崎さんってそういうところは鋭いのだろうか。

「つ、疲れているせいですかね」

　素知らぬ顔でとぼけるも。

「目が泳いでる。それから、声が裏返ってる。相変わらずわかりやすいなお前。なにかあっただろ」

　どうしようもないくらいバレバレで悲しくなる。

　とはいえ、後には引けない。なにを聞かれてもしらばっくれなければ。

「……別になにも」

　わからないふりで助手席に乗り込むと、私の膝の上に載せていたバッグから数センチはみ出した封筒を神崎さんが見つけて「なんだこれ？」とすかさず手を伸ばし、抜き取った。

「ちょ、勝手に！　なにを……っ！」

「うちの社名入りの封筒がお前のバッグの中にあったら、そりゃあ気になるだろう。……ああ、契約の話か。お前のところまで情報が下りたんだな」

　会って数秒で、こんなにも早くバレてしまうなんて。私って……。

　とにかく、私は神崎さんの手元から慌てて書類を奪い返した。

「神崎さん、これ、企業秘密です」

「俺の会社から渡ったものだろう？　秘密もなにもないじゃないか」

「今は『アストロ』側の資料だって中にいろいろ入ってますし、秘密にしたい書き込みだって……て、神崎さんならわかるでしょう！」

　私が睨みつけると、彼は挑発的な笑みで視線を返してきた。

「俺の前に企業秘密をちらつかせるお前が悪い。俺がそこまで善人に見えるか？」

　不敵な笑みの中に圧力を感じて押し黙る。

『君を利用するためかもしれない』『神崎を信じない方がいい』逢沢さんの忠告が脳裏をよぎって、サッと青ざめた。

「ま、どうやら契約の話が進んでいるようで安心したよ。『アストロ』から一向に回答が返ってこないから、揉めているんじゃないかと心配していたんだ」

　神崎さんが見せる思慮深い表情は、以前仕事中によく見せていた、なにかを企むときの顔だ。懐かしさと不安で、胸の中がぐちゃぐちゃになる。

　今、この場合、陥れられるのは私たちかもしれない。

「……神崎さん、私を指名してきたって聞きました。どうしてそんなことを……？」

　逢沢さんには動くなって言われたけれど、ここまでバレてしまったらぶっちゃけるしかないだろう。私が意を決して尋ねると、彼は口元を妖艶に跳ね上げた。

「お前相手の商談なんて、ちょろいから」

「……っ！」

　ぐっと息を呑んで青ざめると、彼は吹き出して、ははっと笑った。

「冗談だよ、深い理由なんかない。俺は、単純に世話になった『アストロ』と営業二課のメンバーに恩返しがしたいだけだ。それから、在籍中たいしたチャンスもあげられなかったかわいい部下に、なにかしてやれたらと思って」

　神崎さんが、ポンポン、と私の頭に手を乗せる。

　疑心に満ちた眼差しを向けると、彼は私の顎の下に指を添え、自分の方へ引き寄せた。

「あの日、『五年分の責任、とってください』ってお前言ってただろ。五年分のビッグチャンス、あげたんだよ」

　艶めいた瞳でごまかすように、彼が茶化す。

　あの言葉は、そんな意味で言ったんじゃないのに……。

　余計に表情を曇らせた私に、神崎さんが嘆息した。

「そんなに不安に思うなら、さっさと俺のところへ聞きに来いよ。うじうじしてても始まらない、悩むより足を動かせって、教えたはずだろ？」

　教育者の顔で私の額をピンとはじく。思いのほか痛くって、額を押さえながら、私は涙目で彼を見上げた。

「逢沢さんが、神崎さんに連絡してみるって……」

「ああ、そういえば着信来てたな。忘れてた」

　神崎さんはジャケットのポケットから携帯を取り出して、履歴を眺める。

「……なら、お前と逢沢でさっさと話を聞きに来いよ。逢沢にもそう伝えておけ」

　エンジンをかけて真正面を見据えると、嬉々とした表情でハンドルを握った。

「お前がどれだけ成長しているか、楽しみだ」

　ひとり言のように楽しげに呟いて、アクセルを踏む。

　……本当に、考えていることはそれだけ？

　彼の横顔から思惑を読み取ろうとするけれど、今も昔も変わらず、彼の心の内は探り切れなかった。




　昔のよしみでアポイントの都合をつけてもらい、金曜日の夕方六時、私と逢沢さんは神崎コーポレーションを訪れた。

　都内の主要駅から程近い、立地のいいオフィスビルに神崎コーポレーションの本社はある。受付が二十階にあって、そこから上の十階分が占有フロアとなっている。

「今日は少し気合いが入っているね」

　私の姿を上から下へするりと眺めて、逢沢さんが微笑んだ。

　今日は、ただの咲島三花ではなく、『アストロ』の代表として神崎社長に会いに行く。

　パリッとした黒のパンツスーツに、華やかなフリルのブラウス。濃いめのビジネスメイクに、髪は巻き上げて編み込みシニヨンにした。

　……ちょっとではなく、かなりの気合いだ。なにしろ、このためにわざわざ朝一で神崎さんのマンションから自宅へ戻り、ドレスアップしてきたのだ。

「……変でしょうか？」

「いや。素敵だよ。突然大人の女性に変身したみたいで、少しドキドキした」

　逢沢さんの柔らかな笑顔にホッとした。同じ感想を神崎さんも抱いてくれたら嬉しいのだけれど……。

「神崎は、正式な話し合いというよりは、まずは軽く世間話でもしに来てくれればいいと言っていた。とはいえ、相手は一応クライアントの社長だから、気は抜きすぎないように」

「はい」

　きゅっと唇を引き結んで集中する。やがて待合スペースで待っていた私たちを秘書の男性が迎えに来て、社長室へと案内してくれた。

「失礼いたします」

　秘書の男性がノックとともに扉を開けると、眺めのいい窓が壁一面に広がっていて、外には東京の夜景が広がっていた。

　今日は空が厚い雲に覆われているせいか、地上の光を反射してわずかに明るい灰色をしている。ぼんやりとした光に包まれた夜景を背にして、窓の手前に来客用と思われるコの字形のソファスペースがあった。

　部屋の奥に視線を向けると、大きめの書斎机とそこに座る神崎さんの姿。

　こうしてみると、さすがにこの若さで大企業を背負って立つ男だ。以前にも増して貫禄があり、少し前に肩を並べて仕事をしていたとは到底思えない。

　神崎さんはゆっくりと立ち上がると、案内してくれた男性に「ありがとう。行っていいぞ」と退室するよう促した。

　男性が部屋を出ていくと、私と逢沢さん、そして神崎さんの三人だけになった。

「本日は、お招きいただき――」

　逢沢さんが頭を下げ口上を述べようとすると。

「やめろってそういうの。いちいち場所をとるのが面倒だからここに呼んだだけだ。出向かせて悪いな」

　緊張感をフランクな口調で吹き飛ばして、神崎さんは来客用のソファに腰を据えた。

「逢沢、久しぶり。……でもないか。数日前に会ったしな。じゃあ『いらっしゃい』か？　こういうときはなんて言えばいいんだろうな」

　はは、と軽く笑いながら、神崎さんは逢沢さんから私へと視線を移動する。

「咲島は……ふうん。それで朝一で家を出てったわけか。まぁ、座れよ」

　ふうん、って。私の精一杯のメイクと一いっ張ちょう羅らにそれしか感想がないんだ……。

　しかも、逢沢さんの前で朝まで一緒にいたことをほのめかして。当の逢沢さんはドライな表情をしているし。なんだかいたたまれなくなって、地味に針で攻撃されているように胸の奥がちくちくと痛んだ。

　私たちも並んで神崎さんの向かいに座った。さっそく神崎さんが本題を切り出す。

「で、なんだ？　契約の話か？　俺が取引相手に二課を指名したことで上層部が戦々恐々としたか？」

　のん気な様子の神崎さんに、逢沢さんは呆れたように腕を組む。

「まぁ、あらかたお前の予想通りの動きをしているのだろう」

「総売上の半分を占める利益――普通に考えれば、計上先の奪い合いだよな。だから俺がわざわざ二課を指定してやったのに」

「指名されたこちらとしてみたら、そんなに気楽にはいかないよ。チャンスにはリスクがついて回る」

　逢沢さんは失敗したときのことを考えているのだろう。利益が大きいということは、かける経費も莫大だ。費やすだけ費やして、契約がうまくいかなかったら、それこそ会社が傾きかねない。

「悪いようにするつもりはないけどな。まぁ、そんな額の依頼が来たら、俺でも多少は躊躇するかもしれない」

「他ひ人と事ごとだと思って」

　逢沢さんは顔をしかめて睨んだ。対する神崎さんは、開き直ったようにソファにふんぞり返って軽くいなす。

「本当に、深い意味なんてないんだ。俺だって自分をここまで育ててくれた会社と部署のみんなに感謝くらいするさ。退社も突然だったしな。申しわけないとも思っている」

　それでもまだ逢沢さんは疑い深い眼差しで神崎さんを注視している。やっと真面目に話す気になったのか、神崎さんが身を乗り出した。

「それに俺は『アストロ』のシステムは充分魅力的なものだと思っている。今、うちの業務システムは、古くからのアナログな慣習と中途半端にシステム化した業務が混在して、ひどく効率が悪い。遅かれ早かれ、全業務をシステム化するような大胆な改革が必要だと思っていた。それなら自分のよく知る会社に任せたい」

　神崎さんの熱を帯びた眼差しから、この言葉は真実だろう、と私は思った。逢沢さんも同じように感じたのか、真剣な顔で腕を組む。

「これまで世話になった礼だ。この売上で二課のみんなのボーナスに色をつけてやってくれ」

　感謝、そして恩返し――これこそがこの話の発端であり、すべてなのだろう。納得したように、逢沢さんが肩を落とした。

「それならそれで、なぜ咲島さんを巻き込んだ。管理責任を負わせるなんて、あんまりだ」

「今の咲島なら大丈夫だろう。去り際に一年分の宿題を置いといてやったんだ、それくらいできるようになっていてもらわないと困る」

「あの、可読性のない、酷い引き継ぎ資料のことか？」

「こいつにしか解けない暗号を残してやったんだ。おかげで成長しただろ？」

　神崎さんがニッと不敵な笑みを浮かべて私を見つめた。

　あの誰にも理解できない無茶苦茶な引き継ぎ資料は、やはりそういう裏があったのか。あえて酷い資料を残して自分が姿を消すことで、私に仕事が回るように仕組んだ。

　そのせいで私がどれだけ苦労をしたか、熱弁してやりたいところだが、おかげで成長したのは間違いない。

　結局、全部神崎さんの思惑通り。

　複雑な顔の私に、彼はふっと瞳を細くして自嘲する。

「咲島には、俺の在任中、補佐ばっかりで、たいしたチャンスも与えてやれなかったからな。せめてもの罪滅ぼしだ」

　そんなことに罪悪感を抱いていたの？　私は、彼の下で仕事ができるだけで充分満足だったのに……。

　胸の奥を詰まらせ、膝の上の手をきゅっと握った。

「まぁ、細かいことはそちらに任せる。咲島を担当に据えたところで、どのみち、お前やお偉いさん方は口を出すんだろう」

「経験の少ない彼女ひとりに重い責任を背負わせるわけにはいかないからね」

「それでいい。せいぜい咲島に経験を積ませてやってくれ」

　ククッと楽しそうに笑うと、神崎さんはふっと微笑んで瞳を閉じた。

「俺からの釈明は以上だ。次に会うときは、具体的な提案資料を持ってきてくれ」

「……これ以上問い詰めても、出てはこないということだね」

　逢沢さんは短く息をつくと、吹っ切れたのだろうか、すくっと立ち上がる。

「行こう。咲島さん。俺たちが個人的に動けるのは、ここまでだ」

「……わかりました」

　足元に置いていたバッグを抱えて、私は神崎さんに一礼する。

　逢沢さんの後についていこうとすると。

「……悪い、逢沢。こいつを置いていってくれるか？」

　唐突に神崎さんが切り出したので、私はびくりと足を止めた。

「……なぜ？　言っておくが、まだ勤務中だからな」

「ここまでお膳立てしてやったんだ、ちょっとくらい融通利かせてくれたっていいだろ？」

　神崎さんが私の手首を掴み、グイッと引っ張った。困惑して神崎さんと逢沢さんの間で視線を行ったり来たりさせていると、見かねた逢沢さんが静かに口を開いた。

「嫌なら嫌と、はっきり言ってかまわないんだからね」

　それでも、無下に非難することもなく、私へ選択の余地を残してくれた。彼なりの気遣いだろう。

「……大丈夫です。先に行っていてください」

「……わかった」

　渋い顔で逢沢さんが社長室を出ていく。バタン、という扉の閉まる音が響くなり、神崎さんが私をうしろから抱き寄せてきた。

「ちょ……神崎さん！」

　彼が私のうなじに顔を埋めて、ふっと吐息を吹きかける。

　途端にドキドキとして、平静だった自分がどこかへ消えてしまった。首筋を温かな風がするりと掠めてゾクリとしてしまい、たまらず身をすくめる。

「な、なにするんですか！」

「今日は随分イイ女してるじゃないか。見違えたぞ」

「嘘！　さっきは『ふうん』とか言ってたくせに……！」

「逢沢の前でのろけるわけにもいかないだろ」

　答えるとろんとした瞳は完全に欲情モードだ。緩慢なキスをお見舞いされて、途端に強がりすら言えなくなる。

「んむぅ……んっ」

　抵抗しようとするけれど、彼の唇がそれを許してはくれない。

　舌で上顎をなぞられた瞬間、意図せず快感が体の内側から巻き起こってきて、足元がふらついてしまった。そのまま、背後のソファにもつれ合い倒れ込む。

　征服、されてしまう……。

　せっかく大人の女スタイルで来たのに、キスひとつで降参だ。

「や、やめてください！　こんなことされるために、気合いを入れてきたわけじゃ……」

「俺に会うために大人の女になってきたんだろ？」

　のしかかられて動けないうえに、腰から上をするりと撫で上げられて、たまらず私は体をくねらせた。

　まだ仕事中だというのに、理性が吹き飛んでしまいそうだ。

「こんな……場所で……」

「今しかないじゃないか。俺が家に着く頃、お前はもう、もこもこパンツに着替えてるんだから」

「だからって……」

　一応拒んではみたものの、瞳を閉じて彼を受け入れ始めている私の言葉に説得力なんて皆無だ。この格好を褒められたことも嬉しいし、今の私をほしいと思ってくれたのなら、このまま流されてしまいたいとも思う。

　とはいえ、ここは社長室。神聖なる仕事場だ。

「ダメ……神崎さ――」

　シャツのボタンに手をかける彼。まさか、キス以上のこともするつもりだろうか。

　ちょっと大きめの吐息を漏らし、見悶えたそのとき。

　ガチャリと音がして、社長室の扉が開かれた。私は体を跳ね上げ、神崎さんもハッとしたように背後にあるドアを見る。

「きゃっ!!」

　ドアの向こうにいた女性が、驚いて悲鳴をあげた。

　フェミニンな、けれど清潔感のある白いジャケットとスカート。背中に流した長い黒髪。艶やかな肌に高級感のあるメイクを施して、見るものをハッとさせるような意思の強い美貌。

　間違いない。水上さんだ。

　神崎さんは彼女の姿を確認し、私の上から体をどけると、落ち着いた様子で淡々と口を開いた。

「水上さん。社長室ですよ。ノックぐらいしてください」

　当の水上さんは口に手を当てて呆然としたまま、おっかなびっくりといった様子で尋ねる。

「……神崎くん。一応聞いておくけれど、それ、セクハラではないわよね？」

「……一応、同意のうえでやってます」

「よかった……って、違う、全然よくないわ。オンとオフは切り離しなさい」

　水上さんは神崎さんの傍にかけよると、ポケットから白いハンカチを取り出して、神崎さんの口元についてしまった私のリップを拭った。

　神崎さんは「結構です、子どもじゃないんですから」とやんわりとその手を拒んだが、水上さんは「こんな場所で節操なくイチャつくなんて、子どもと一緒じゃない」と一喝する。

「打ち合わせが終わったのなら、さっさと会議に出てちょうだい。神崎くんがいないとなにも進まないのよ」

「……わかりましたよ。彼女を見送ったらすぐに向かいます」

「お見送りくらい私がするから、神崎くんはさっさと会議室に行ってちょうだい……ねぇ、あなた」

　突然水上さんが私に向き直る。

　びくりとして姿勢を正すと、彼女は人当たりのいい上品な笑みを浮かべて口を開いた。

「彼、今とても忙しいの。悪いけれど、お見送りは私で我慢してもらえないかしら」

　丁寧な口調だけれど、有無を言わせぬ迫力。

　もちろん、神崎さんが忙しいのは知っているし、「送ってほしい」などと我がままを言うつもりもない。

「失礼致しました。それから、お気遣いありがとうございます。ひとりで帰れますので、こちらで結構です」

　一礼して下がろうとすると、「咲島！」と神崎さんが慌てて私を呼び止めた。

「……あとで連絡する」

　女性の瞳が険しくなった気がして、反射的にびくりと身をすくめた。これ以上、神崎さんに気を遣わせないためにも早く出ていこう。

「失礼致します」

　頭を下げそそくさと社長室を後にする。廊下を歩きながら、ふたりの関係に考えを巡らせていた。

　……水上さん、やっぱり神崎さんと親しそうだったな。

　社長室にノックなしで入ってきたり、神崎さんの唇をぬぐったり――やはり、昔付き合っていたという噂は本当だったのだろうか。

　……今は、違うよね……？

　湧き上がってきた疑念に胸を締めつけられながら廊下を歩き続けると、すぐうしろのドアが開く音がして「待って」と呼び止められた。

　振り返って見ると、水上さんが早足で追いかけてきた。

「ごめんなさい、送らせて。うちの会社、基本的に外部の人間をひとりで歩かせるのはＮＧなの」

　そう断りを入れると、水上さんは私の横にぴたりとついて歩き出した。

　役員用のフロアだからだろうか、私たちのほかに人通りはなく、誰もいない廊下にコツコツというふたり分の靴音だけが響いた。

　気まずい……そう感じ、バッグの持ち手を握り締める。

　あんな場面を見られてしまったのだ、世間話を振れるような雰囲気でもない。困惑していると、水上さんの方から口を開いた。

「……あなた、神崎くんの後輩なんですってね。私も昔、『アストロ』に勤めていたのよ」

　ドキリとして一瞬返答に悩む。「ぞ、存じております」恐る恐る頷くと、「え!?　ごめんなさい……お話ししたことあったかしら」今度は彼女の方が困惑した。

「いえ、直接面識はありませんが、水上さんは有名だったので……」

　切り出すと、彼女ははつらつとした顔でニコッと笑った。

「知っていてくれたのね。ありがとう。……じゃあ、私も先輩としてあなたに指導する権利があるわけね」

　そう前置きすると、眉をきりりと上げて、真剣な顔つきになる。

「あなたは今日、『アストロ』の顔として商談に来たのでしょう。クライアントに色目なんて使わないで」

　正論がグサッと胸に突き刺さって、なにも言えなくなってしまった。彼女の言う通りだ、なんの言い訳もできない。

「……申しわけありません……」

　素直に頭を下げると、彼女は廊下の真ん中で立ち止まり、腰に手を当てて嘆息した。

「それから、最近、彼のモチベーションが低下している気がするのは気のせいかしら。出社がいつもより遅かったり、仕事中にプライベートな連絡をとったり、挙句職場に女性を連れ込むなんて。悪い影響しか与えないような彼女なら、彼には不要よ」

　また胸にズキンと痛みが走る。

　確かに、彼と再会した翌朝、出社が遅れてしまったのは私のせいだ。プライベートな連絡って、まさかあのイベントの日の電話のことを言っているのかな？

　水上さんは厳しい表情のまま、私の耳元に顔を近づけて囁いた。

「お願いだから、彼と別れて。あなた、彼に相応しくない」

　愕然として立ち尽くす私に、彼女は背中を向けて嫌味なため息をつく。

「……まだ私が付き合っていた頃の方がマシだったわ」

　今度こそ頭の中が真っ白になって、血の気が失せた。

　やっぱり、神崎さんと水上さんは付き合っていたんだ。いつだろう、社内で噂になっていた時期か、それとも、もっと最近のことなのか。

　もしかして、私と約束を交わしたあの夜の後、ここ一年の間に付き合っていた、とか……？

　しかも、未練を残すようなその口ぶりはなに……？

　胸が押しつぶされるように痛んで、バレないようにこっそりと左胸を押さえた。

　こんなこと、知りたくなかったのに……。

　もう湧きあがる不安から目を逸らすことすらできない。

　水上さんに受付まで見送ってもらい、私はとぼとぼと神崎コーポレーションを後にした。

　外は湿度を含んだ冷たい風が吹いていて、今にも雨が降り出しそうだ。見上げれば、どんよりとした雨雲が地上の光に照らされて蠢いている。まるで私の胸の内のように、ゴロゴロと不気味な音を立てた。

　空が雨粒を落とすのと、私が耐え切れず泣き出すの、どちらが早いだろう。

『悪い影響しか与えないような彼女なら、彼には不要よ』

　水上さんの辛辣な、けれど真っ当な言葉が呼び起こされて、涙があふれそうになる。

『お願いだから、彼と別れて。あなた、彼に相応しくない』

　私は……彼に相応しくない……？

　確かに、神崎さんの隣に並ぶなら、私より水上さんの方がお似合いかもしれない。

　優秀で美人で、しかも神崎さんよりも年上の、頼りになる大人の女性だ。私とは比べ物にならないよ。

　神崎さんだって、水上さんと話すときはちゃんと敬意を払っていた。それだけ尊敬できる人だってことなんだろう。水上さんは、きっと神崎さんにとって特別な人なんだ……。

　暗い気持ちを引きずりながら、神崎コーポレーションの前の大通りを歩く。

「咲島さん？」

　声に顔を上げると、逢沢さんが街路樹の脇のガードレールにもたれていた。

　私の蒼白な顔色と潤んだ瞳を見てなにかがあったと察したようだ、急いで近寄ってきた。

「どうしたの？　なにがあったの？」

「逢沢さん、帰ったのでは……」

「君が心配だったから、しばらく待っていようと思って……それより、どうしてそんな顔をしているんだ？　神崎になにかされたのか？」

　私は大きく首を横に振る。神崎さんは、なにも悪くない。悪いのは不安に駆られている私自身だ。

「いえ……なんでもありません。慣れないことをして、少し疲れただけです」

「言いたくないなら聞かないけれど。俺でよければいつでも話を聞くから」

　優しすぎる逢沢さんの笑顔が、不意打ちで目に飛び込んでくる。

　途端に緊張が解け、ボロボロと涙があふれ出し、止まらなくなってしまった。

「ごめんなさい……私……」

　突然泣き出した私に、逢沢さんは困惑する。「さ、咲島さん!?」しばらくオロオロとした後で、どういう考えに行き着いたのか、そっと私の肩を抱き、忌々し気に吐き捨てた。

「……大丈夫。悪いのは全部神崎だ。君はなにも悪くない」

　私がちゃんと説明しなかったせいで、完全に勘違いさせてしまったみたいだ。神崎さんをまるで悪者みたいに言う。

「違うん……です……神崎さんじゃなくて……私が……」

「でも、君を傷つけるのは、いつも神崎だよ」

　自分の胸の中に私を押し込め、それが正しいかのように刷り込む。

「もういいよ。帰ろう。家まで送っていくから」

　逢沢さんの言葉にハッとさせられて、私は彼の胸の中から飛び出した。

　その気もないのに家まで送らせるのは残酷だと、神崎さんに指摘されたばかりだ。

「いえ。ちゃんとひとりで帰れますので」

　唇をかみ締めて頑なに言うと、逢沢さんは「これ以上、心配させないでくれ」と嘆息した。

「君を好きとか嫌いとかじゃなく、そんな顔してる女性がいたら――ましてや大切な部下だったら、家までちゃんと送らせてほしいと願うよ」

　眼鏡の奥の瞳が真摯で、ああ、彼は本当に優しい人なんだなぁと思った。傷ついた人を放っておくようなことはしない、誠実な人だ。

　もしも、彼が付き合ってほしいと言ってくれたあのとき、私が神崎さんを待つのをやめ、彼と付き合うことを決めていたら、こんな苦しい思いはしなくて済んだのだろうか？

　優しい人の隣で、穏やかな毎日を過ごす……それはそれで、幸せだったのかもしれない。

　けれど、現実の私は、神崎さんのことを忘れられず、今も愛しているのは神崎さんだけだ。だからこんなにも切なくて、やるせない。

　目の前に幸せの種が転がっているかもしれないのに、勝ち目のない恋を選んでしまうなんて――私ってものすごく不器用な人間なのかもしれない。

「やっぱり、私、ひとりで帰れますから。大丈夫です」

　そう微笑みかけたところで、ぽつりと、頬に雫が落ちてきた。

　パラパラと、急に雨音が鳴り出して、あっという間に本降りになる。

　逢沢さんが咄嗟にビジネスバッグの中から黒い折り畳み傘を取り出して、私の上に差してくれた。

「……傘、持ってる？」

　逢沢さんの問いかけに、私はふるふると首を横に振る。

「……タクシーで帰ろうかな。君の家は通り道だから、乗っていってよ」

　その言葉すら、彼の優しさだとわかっていた。

　困惑する私をよそに、彼は素早くタクシーを捕まえ、私を後部座席へと押し込む。

　結局、今日も、彼の好意に甘えてしまう私は、なんて心の弱い人間なのだろう。タクシーの中でぎゅっと目をつむり、自分の体を抱き締めた。







第七章　Keep Your Word　「愛してる」を誓って




　逢沢さんに連れられて、私は自宅マンションへと帰ってきてしまった。

　今日、神崎さんの家には戻らなかったことを、当の本人にはまだ伝えていない。彼が仕事を終えて家に辿り着いたとき、私の姿がなかったら心配するだろうか。

　とはいえ、なに食わぬ顔で彼の元へ戻ることはできなくて。もやもやと葛藤する私を乗せたまま、タクシーはマンションの前で停車する。

「部屋まで送るよ」

　逢沢さんは運転手にしばらく待つように伝えて、タクシーを降りた。

「今日はちゃんと歩けるので、ここまでで大丈夫ですよ」

　逢沢さんに続いてタクシーを降りながら、断ってはみたものの、

「どうせここまで来たんだから、ちゃんと最後まで送らせてくれ」

　そう押し切られてしまい、玄関まで送ってもらうことになった。

　ふたり、たいして言葉も交わさぬまま、エレベーターへ乗り込む。

　三階の奥から二番目の部屋の前に辿り着き、私は「ありがとうございました」と一礼した。

「……咲島さん」

　玄関のドアを開き、足を踏み入れたところで、不意に逢沢さんが私を呼び止めた。

「神崎コーポレーションの担当、嫌なら断ってくれてもいいんだよ」

　そう言って、心配そうな眼差しを私へ送る。突然私が泣き出してしまったものだから、無理をしていると勘ぐったのかもしれない。

「いえ。やります。仕事は仕事ですから」

　神崎さんが私にと回してくれた仕事だ。言うなれば、彼の最後の教育指導なのだろう。けじめをつけるという意味でも、ちゃんと全うしたい。

「君は頑固だな」

　ふっと逢沢さんが笑う。

　しばらく笑顔の余韻を引きずっていたけれど、やがて真面目な顔になって、私の方へ一歩、歩み寄ってきた。

「……咲島さん。正直に打ち明けると、君への興味は神崎への対抗心みたいなものだったんだ」

　逢沢さんは、おもむろに玄関の縁に手をかけ、半開きのドアにもたれた。

「……対抗心？」

　私はシューズラックの前で足を止め、突然の告白に困惑する。

　彼は肯定するように黙ってうつむくと、ぽつりぽつりと語り始めた。

「神崎とは、ずっとライバル関係だったせいか、彼のやり方も、性格も、なにもかも嫌いで腹立たしかった。ライバルといっても、彼はいつも俺の一歩先を行っていて、先に昇進したのも彼の方だった。俺は彼に、なにひとつ敵わなかった。……恋人を奪われたこともある」

　私から目を逸らす逢沢さんは、まるで懺悔でもしているかのようだった。

　静かに語りながら、おもむろに玄関に体を滑り込ませ、バタン、とドアを閉めた。

「神崎が君をかわいがっていると聞いたから、君にわざと好条件を提示して、俺の部署に引き抜こうとした。自分の教え子に裏切られてガッカリするあいつの姿が見たかったんだ。けれど君は昇進よりも神崎を選んだから、余計に腹が立った。なんとか君を神崎から奪ってやりたい、気がついたら、そう思うようになっていた」

　逢沢さんはやるせなげにその身を玄関のドアへともたれさせる。揺さぶられたドアがガシャンと大きな金属音を立てて、その瞬間我に返り、自分の置かれた状況に気がついた。

　逢沢さんとふたりきりだ。

「途中から、君を落とすことに意地になっていた。君を自分のものにすることで、神崎よりも優れていると証明したかったんだ。君が俺を優しい人間だと思っているならとんだ勘違いだ。本当の俺は、とんでもなくエゴイスティックで、横暴だ」

　逢沢さんが、私との距離を詰めてくる。眼鏡の奥の瞳がとんでもなく冷ややかな色に見えて、思わず私はうしろへ下がった。

　しかし、玄関と廊下の段差に足を取られ、バランスを崩してしまった。

「きゃっ」

　靴を履いたまま廊下へ尻餅をつく。顔を上げると、逢沢さんが静かにこちらを見下ろしていた。

　彼はゆっくりとしゃがみ込み、私の膝の横に手をつくと、私の上へ這うようにして近づいてきた。

「あ、逢沢さん……？」

「最終的には、どこまでが意地で、どこまでが本当の気持ちかわからなくなってしまったよ。神崎に傷つけられて泣いている君があまりに不憫で、黙って見ていられなかったのは本心だ。俺なら、きっと、君を悲しませることなんてしない。もっと幸せにしてやれる。それを神崎に突きつけることであいつを苦しめてやりたかった」

　逢沢さんが目の前まで近づいてきて、私の肩を掴んだ。冷徹な眼差しに私は声をあげることもできず、息を殺す。

「神崎よりも俺がいいって、言わせてみせる」

　そう宣言するなり、私の体を床へと押しつけた。

「きゃあっ！」

　逢沢さんの体重が重なって、身動きがとれなくなる。腕を掴まれ、抵抗することもできなくなってしまった。

　怖い――。どうしてこんなことを？　混乱で頭が真っ白になる。

「いい加減、俺で妥協したらどうだ？」

「いやっ……やめ――」

「あきらめろ。神崎のそばにいても、君は不幸にしかならない」

　彼の手が額に伸びてきて、私の顔を床へと押しつけた。

　端正な、けれど今は狂気をちらつかせたその顔が、ゆっくり私の方へと近づいてくる。

「逢、沢、さん……」

「目をつむって」

　いやだ、と心の中で抗うけれど、震えてうまく力が入らない。

　神崎さんの言う通り、私は逢沢さんのことを信頼しすぎていたのかもしれない。力ずくでどうこうしようとする人だなんて、考えてもみなかった。

　これまで私の目に映っていた逢沢さんは、優しくて、誠実で、公平で、紳士的な人だったのに。こんなことするなんて……。

「放してください……」

　ショックで視界が滲んだ。そのうえ、こうして私を押さえつけていることさえ、恋愛感情ではなくて神崎さんへのライバル心からなのだろう。

　神崎さんのいない一年間、私を支え続けてきてくれたのは、親切心ではなくて、神崎さんへの対抗意識だったんだ。

「放して！」

「抵抗しないでくれ」

「いや――」

　思わず頭に浮かんだのは、愛おしい人の顔。

　私がこの身を捧げたいと思えるのは彼だけだ。

「――神崎さん!!」

　思わず彼の名を呼んでいた。

　助けにきてくれるはずがない。私が今、ここにいることを彼は知らないのだから。

　悲鳴は虚しく、逢沢さんの唇が私に近づいてくる。

　いやだ。私の唇に触れていいのは神崎さんだけなのに。

「助けて――神崎さん！」

　彼の名を叫んだ、次の瞬間。

「咲島!!」

　玄関のドアが開くと同時に、私を呼ぶ鋭い声が飛んできた。

　逢沢さんがうしろを振り返り硬直する。

　私は身動きがとれなかったけれど、逢沢さんの肩越しに彼の顔が見えて――。

「神崎さん!!」

　私が泣きながら叫ぶと、神崎さんはギッと怒りに満ちた表情を逢沢さんへ向けて、その肩を乱暴に掴み上げた。

「――お前!!」

　ダン！　と逢沢さんの体をシューズラックに押しつけ、胸ぐらを掴み上げる。

「ぐっ……」

　強く襟元を持ち上げられ呼吸もままならないのだろう、苦悶の表情で、逢沢さんが呻きを漏らした。

　神崎さんは、怒りに任せてもう一度、逢沢さんの体をダンと叩きつける。

「二度と彼女に触れるんじゃない……！」

　しかし、逢沢さんは喉を絞めつけられながらも、負けじと神崎さんを睨みつけた。

「……なにを偉そうに。愛する人ひとり守れずに泣かせてばかりいるくせに」

「この――」

　逢沢さんの挑発に神崎さんはギリッと歯がみして、拳に力を込める。

「神崎さん!!」

　今にも殴りかかりそうな彼の背中に、私はしがみついた。

「私は……大丈夫ですから……」

　私の制止に、神崎さんはわずかに冷静になったようで、逢沢さんの襟元を掴む手を放す。

　神崎さんの手を逃れた逢沢さんは、カハッと小さく咳き込んで喉を押さえると、息を切らしながら、怒りの形相を神崎さんへ向けた。

「……神崎。結局お前は、手に入れるだけ入れたら満足して捨てるんだろう。彼女のように」

　逢沢さんのただならぬ剣幕に背筋が寒くなった。

　過去になにがあったのだろう？　彼女って……誰？

「なにを勘違いしているのか知らないが――」

　神崎さんは私を守るように腕の中に引き寄せながら、毅然とした態度で逢沢さんと向き合う。

「俺が女性との別れを決意するのは、相手と誠実に向き合った結果だ。お前にどうこう言われる筋合いはない」

「それでも、彼女は泣いていた！　お前とさえ付き合わなければ……！」

「俺にまったく非がないとは言わない。これまで付き合ってきた女性と、幸せな結末を迎えることができなかったのは確かだ。だが、今回もそうだとは思わない」

　私の体に回す腕に、ぎゅっと力が込められる。見上げれば神崎さんの、嘘のない力強い眼差しがそこにあって……。

「今この瞬間、俺が愛しているのは彼女だ。すべてを捧げる覚悟で彼女と向き合っている。離れる未来なんて考えたこともない」

　逢沢さんへ向けた言葉のはずなのに、私の方がドキリと震えてしまった。

　今まで彼へ抱いていた不安をすべて吹き飛ばすほどの熱い想いを感じて、私の心の中まで急速に熱が飛び火する。

「彼女を幸せにできるのは俺だ。当然、お前に渡すつもりはないし、お前が彼女を傷つけようとするなら、全力で阻止する」

　その瞬間、強く抱きすくめられて、私の顔は彼の胸の中に埋まった。

　ドクン、ドクン、と、頬に触れる彼の胸が大きく拍動している。彼の言葉と同じ力強さが宿っていて、私の鼓動も触発されたかのように高鳴った。

「逢沢。もしもお前がこの先、仕事以外で彼女に関わろうとするなら、どんな手を使ってでもお前を彼女から引き離す」

　ゾッとするような声色で、脅すように神崎さんは告げた。視界を奪われた私の元にも、逢沢さんの戸惑う気配が伝わってくる。

「わかったら、ここからさっさと出ていけ」

　その言葉に弾かれるように、ギィィ、と玄関のドアの開く音が聞こえて……。

「……それでも俺は、お前が正しいとは思わないよ、神崎。お前が幸せにできなかった女性を、俺は知っている……」

　喉を掠れさせながら逢沢さんは吐き捨てる。けれど、その声はどこか弱々しく、迷いが見え隠れしていた。

「俺のことは、いくら恨んでくれてもかまわない。だが、彼女は巻き込むな」

　神崎さんの答えに、逢沢さんは一瞬沈黙する。

「咲島さん……乱暴なことをしてすまなかった」

　ぽつりとひと言、私への謝罪の言葉を残し、逢沢さんの足音が玄関の外に消えていった。

　バタン、とドアが閉まり、私と神崎さんだけが残される。

「……大丈夫か」

　ほんの少しぶっきらぼうな声。振り仰げば、心配そうに歪んだ優しい瞳。

　私がこくりと頷くと、安心したのだろうか、今度はお仕置きのごとく私の額をぺチンと叩いた。

「どうしてお前は性懲りもなく、あいつを部屋へ連れ込んでんだよ」

「……すみません、成り行きで……」

「俺が来なかったら、お前、自分がどうなってたかわかってるんだろうな」

　唐突に真顔で叱られて、私はぐっと押し黙った。当然だ。私ってば、すごく軽率だった……。

「ごめんなさい」

「勘弁してくれよ。本気で焦った」

　彼は私の頬に頬を寄せて、心底疲弊した声を漏らした。

「……どうして、ここにいることがわかったんですか？」

「玲れい奈なが――水上さんが、突然、お前と別れろなんて言い出したからおかしいと思ったんだ。お前にも同じことを言ったのかと問い詰めた」

　彼はそう答えると、自身の額にかかった髪をうっとうしそうにかき上げた。

　よく見れば髪やスーツが水に濡れている。雨の中、本当に慌てて来てくれたのだとわかった。

「マンションのコンシェルジュにも問い合わせて、俺の部屋のセキュリティに解除された形跡があるか調べてもらった。案の定、誰も家に入った跡がなかったから、きっとお前の性格的に、思い悩んで自宅へ帰ったんじゃないかと踏んだんだ。急いでここに来てみたんだが、正解だったな」

　彼は近くにあった私のバッグを手繰り寄せ、自分の肩にかけると、私を勢いよく抱き上げた。

「……帰るぞ、三花。誰になにを言われようと、二度と俺のそばを離れようなんて思うな」

　それは蜜のように甘く、棘のように鋭い脅し文句。ドキリと鼓動が跳ね上がって、精悍な眼差しに捕らえられる。

「神崎さんって、ときどきすごく恥ずかしいことを堂々と言いますね」

　照れた私がうつむいて呟くと、

「今さっき逢沢と話してるときに、さんざんこっ恥ずかしいこと口にしたしな。今さら隠しても仕方ないだろ」

　悔しそうにそう言って、私を抱いたまま歩き出す。

　わずかに彼の頬が赤い気がするのは、気のせいだろうか。

　私はこうして抱き上げられているだけで、心臓が止まってしまいそうなほどドキドキするよ……。

「……聞いても、いいですか？」

「なんだ」

「水上さんと、お付き合いされてたって……」

　気になっていたことを恐る恐る尋ねると、彼はわずかに逡巡した後、「昔、な」観念したように答えてくれた。

「俺がまだ新人だった頃、半年ほど、彼女と付き合っていた時期があった。だが、よくよく聞いてみると、彼女と逢沢が付き合っていた時期と被っていてな。どうやら俺が逢沢から彼女を奪ってしまっていたらしい。当人とは合意の上で別れたんだが、逢沢は恋人を奪われた挙句、玲奈が俺のせいで傷ついたのだと、ずっと恨んでいるみたいだ」

　それで逢沢さんはあんなにも、神崎さんを目の敵にしていたのか。

『もっと幸せにしてやれる』――私に向けたあの言葉は、もしかしたら、水上さんへの想いを表していたのかもしれない。自分だったら、もっと幸せにしてやれたかもしれないのに、と。

　神崎さんは玄関を出ると、エレベーターへ乗り込み一階へ向かった。マンションの前の、街路樹の脇に停めていた車の助手席に私を押し込む。

「玲奈とはとっくに別れて、今は仕事上の付き合いでしかない。彼女の転職先が、たまたまうちの会社で、彼女は経営企画室で働いているから、やり取りすることも稀にある」

『仕事上の付き合い』という言葉を聞いてホッとした。

　じゃあ、距離感が近いのは付き合っていた頃の名残なのだろうか。ちょっぴり嫉妬してしまうけれど――。

　彼は助手席のドアを閉めると、反対側へ回り込んで運転席のドアを開ける。

「……なに不安そうな顔してんだ」

　運転席に腰を下ろしながら、彼はクッと笑って、見透かしたように私の頬をツンとつつく。

「まだ俺が玲奈と付き合っているとでも思ったのか？」

「……だって、すごく親しそうにしてたので……イベントのときも」

「お前、やっぱりあのとき、見てたんだな」

　ドキリとして目を逸らす。陰からふたりの様子をうかがっていたなんて知れたら、笑われてしまう、そう思っていたけれど……。

「……悪い。不安にさせたな」

　彼は瞳を曇らせて、申しわけなさそうに謝った。

「……私が勝手に勘違いしただけですから」

「だが、一年も放っておいて不安を煽ったのは俺だからな。……逢沢にも、お前を泣かせてばかりだと言われた」

　彼がそっと私の背中を引き寄せて、優しく包み込んだ。

　強引な彼にしては珍しい、穏やかな抱擁。温もりに包まれて、心に柔らかな灯がともされるようだった。

「俺の気持ちが、どれだけお前に伝わっているのかはわからない。基本的に、俺は茶化してばかりだしな。今さらあらたまったところで、たいした説得力もないかもしれないが……」

　そっと体を離して、私の瞳を真正面から見据えて言う。眩暈がするくらい、甘い眼差しで。

「本気でお前を愛してる。もう二度と離さない」

　そして、私に唇を重ねた。温かく、柔らかく、私の心の奥底を侵食していくようなキスに、ゆるく意識を支配されていく。

　……私も、彼のことが好き。愛してる。

　もう二度と離さないって、本当？　信じてもいい？

　半信半疑のまま。触れては離れてを何度繰り返したことだろう。

　すっかりとろけてぼうっとしてしまった私に、彼は長い睫毛を瞬かせ、艶めいた視線を向ける。

「信じてくれたか？」

　それは確認というよりは念押しだった。彼の目を直視できなくて、視線を逃がしながら問いかける。

「……一年前のあの夜も、神崎さんは同じように私のことを思っていてくれましたか……？」

　一緒に働いていた五年間、彼は私のことを一度だって女として見てはくれなかった。私は部下。それ以上でも以下でもない。

　それなのに、どうしてあの日、『愛してる』だなんて言ってくれたのか。

「私と神崎さんは、ただの上司と部下だったのに、どうして突然『愛してる』だなんて……『待っていろ』だなんて、言ったんですか？」

　やるせなく、きゅっと彼のシャツを掴んだ。

　あやまちのあの夜、体を重ねる直前まで、私たちの関係は男女じゃなかったはずだ。

　あまりに突然すぎて、そこにあったのが本当に愛だったのか、不安になってしまう。

　愛おしいその表情をじっと見つめていると、正気を失いそうになる。

　自分の中にある愛を強く自覚するほどに、彼への不安は増していくから……。

　泣きそうな私の眼差しに応えて、彼がゆっくりと口を開く。

「……お前が俺を好きだってことくらい、何年も前からとっくに気づいていた」

「え？」

　何年も前に……？　ドキドキしながら見上げると、彼はふっと苦笑いを浮かべて頬を緩めた。

「わかりやすいんだよ、お前は。毎日毎日キラキラした瞳で見つめられたら、嫌でも気づくだろ」

　ピンと額を弾かれて、思わず真っ赤になってしまった。

　私は五年間、恋心を隠し続けてきたつもりでいたのに、とっくに気づいていたの？バレていないと思っていたのは私だけだったの？

「お前の好意に応えてやるべきか、ずっと悩んでいた。お前は、俺を男として意識すると同時に、上司としての役割も求めてきただろう。上司であるからには、手を出してはいけない。正直、どう線を引くべきか悩んでいたんだ」

　目を伏せて彼は言う。

　私の態度はずっと彼を悩ませ続けてきたのだろうか。自分が臆病なばかりに私は、彼の部下でい続けようとした。それが逆に彼を悩ませていただなんて、考えもしなかった。

「一年前の、あの夜。俺は最後まで立派な上司であり続けようと努力したんだ。なのにお前が『行かないで』なんて誘ってくるから……」

　まいったように彼が苦笑する。

　あの夜に奮った、なけなしの勇気。それが彼の心に届いていただなんて。

　嬉しくて、切なくて、なんだか涙が出そうになってしまう。

「考えないようにしていたが、もしかしたら、俺もお前と同じだったのかもしれない。ずっと……愛していた」

　私の体をぎゅっと抱き締めて、彼が掠れた声をあげた。

　悲痛な叫びにも似たその声に、とうとうひと滴、涙がこぼれ落ちた。

「……私も……ずっとずっと、好きでした」

「わかってる。長い間、応えてやれなくてごめん。これから何倍も、何十倍も、時間をかけて埋め合わせするから、許してくれ」

　私の涙を拭った彼の親指がそのまま頬をすり抜けて、耳のうしろへ回り首筋を愛撫する。そっと目を閉じると、応えるように口づけを落としてくれる。

　交わるたびに、彼への愛が膨らんでいく。

　愛してる。もっとキスをちょうだい。ねだるように彼の首筋に手を回した。




　神崎さんのマンションまでの道のり。運転している間も、合間を縫っては手を繋ぎ、指を絡め合って、お互いを求めていた。

　ハンドルを切っては、一秒すらも待てないというように、彼が手を伸ばしてくる。

　惑う指先を抱き締め、私は胸の前で彼の左手をぎゅっと包み込んだ。

　愛おしい。どんどん気持ちが昂ぶって、止められなくなる。

　当の彼は涼しい顔で運転をしているけれど、激しく私を欲してくれているのは、きっと思い違いじゃないはず。

　マンションに辿り着くと、彼は私を抱き上げ、有無を言わさずベッドルームへと運んだ。

　キングサイズの大きなベッドの上に私を下ろして、私のスーツのジャケットを剥ぎ取る。自身もジャケットを脱ぎ捨てて、ネクタイをスルリとほどき、すぐさま私の上に覆い被さってきた。

「三花」

　ひと言、そう、了解を得るように私の名を呼ぶと、すぐさま唇を押しつけてくる。

「京……ぅん……」

　せっかく彼を名前で呼ぼうとしたのに、それすら満足に口に出せぬまま、すぐさま快感の底へと落とされる。

　舌が私の唇を濡らし、あっという間に中へ滑り込んできた。上顎を舌先でくすぐられ、「っ！」と小さな、声にならない悲鳴をあげる。

「あのときから変わらないな。お前はすぐキスで惚ける」

　だってあなたのキスはものすごく気持ちがいいんだもの。

　毎回少しずつ違っていて、そのたびに新しい快感をくれる。まだ見ぬとびきり背徳な夢の淵へ、私を引きずり落とそうとする。

「……どうして……そんなに……」

「キスがうまいかって？　お前が敏感なだけだろ」

　彼の長い指が頬をすり抜けて、耳のうしろに滑り込む。首筋を持ち上げるようにしてキスをねだるのが、彼の癖。

　その求めに応えるように、私も一生懸命、彼の唇に食らいつく。

　すると、驚いたように彼が目を見開いて、口の端を跳ね上げた。

「っ！　生意気なキスをするようになったな」

　まるで挑発されたかのように、彼のキスが情熱的になる。

　抗う気力さえ奪われるほど、官能的な舌先の愛撫。

「もっと、愛し合おう」

　彼の宣言を皮切りに、脚が、腕が、腰が、全部が密着した。彼の長い指先が、私の服の下を這って、「っあぅ」と思わず私は喉を鳴らす。

　じわじわと熱をかき立てられているようだ。指先の動きに、体の内側がじんじんと痺れ始めて、やがて理性すらまともに機能しなくなる。

「京吾……あのね……もっと……」

　もっともっと、あなたをください。

　ふたりの間を邪魔する布地が忌々しくて、彼のシャツをぎゅっと引っ張った。

「そんなに焦るな。今脱がしてやるから」

　あっという間にブラウスのボタンを外し、下着を上へと押し上げる。

「きゃあっ……ぁんっ！」

　彼の唇の感触に足をじたばたとさせて悶えた。

　こんな卑猥な声が自分の唇から漏れたと思うと、羞恥で顔を隠したくなってくる。

　けれど京吾は楽しそうに瞳を細め、「もっと聞かせてくれ」、そう懇願して私の体にいっそうの愛撫を施す。

　何度悲鳴をあげただろう、何度快感をもらっただろうか。

　気がつけば身に纏う衣服はすべて剥がされ、彼も筋肉質な肌をあらわにしていた。

　わずかに汗ばんだ肌が擦れ合い、愛おしい。

　全身のあらゆる箇所にくれる口づけにびくりびくりと身を震わす。

　悶え、苦しむ私で遊ぶかのように、彼は意地悪に、ときに丁寧に、指先を這わす。

「京吾……京吾！」

　そんなことをして、私がどうなってしまうか、もう知っているでしょう？

　けれど彼は休む暇も与えず、温もりを押しつけてくる。

「三花……綺麗だ……」

　嘘……湿ったシーツの上でみっともなく体をくねらせる私を、綺麗だなんて言わないで。

「……こんな私、まじまじと見ないで……」

　こんなにもはしたない姿、見られたくない。

　それなのに彼は、私が理性を失えば失うほど、嬉しそうに息を切らしてくれる。

「乱れた姿も綺麗だ、三花。もっと見せてくれよ」

　荒い吐息が重なり合って、我を忘れて乱れ合った。

　一晩中、幾度となく体を重ねては眠りの淵に落ちて、そんなことを何度も繰り返した。

　こんなにも情熱に溺れたのは、生まれて初めてだったと思う。

　心を通わせられなかった分の時間を取り戻すように、空が白み始めてもなお、私たちは体を交わらせた。




　＊＊＊




　三カ月後。

「この資料――もう少し詳細化できないかな？　特に要件のスコープについて。今のままだと少しぼんやりしていて、神崎さん、納得してくれない気がして……」

　加藤さんの座るデスクの横について、書類片手に恐る恐る顔色をうかがうと、わずかに間を置いて、彼女がプッと吹き出した。

「もっとビシッと言ってくれてもいいのに。『ここ、もっとちゃんと書け！』って。それこそ神崎さんみたいに」

　弱気な私に、加藤さんはカラカラと笑う。指摘については了承してくれたようで、快く書類を受け取ってくれた。

　この三カ月、営業二課のみんなの私への態度はこんな感じだ。

「やめてよ、神崎さんのやり方なんて私には無理だし」

「でも、今や咲島さんがリーダーなわけだからさ」

　神崎コーポレーションとの契約が本格化するにあたって、ここ営業二課に、特別プロジェクトチームが発足された。私をリーダーとして、同期の加藤さん含む数名の人員が配置されたのだが――。

「私がリーダーだなんて……もっとみんなに反対されると思ったよ」

　私より上の役職の社員も私の下につくことになってしまったのだ、例えば加藤さんなんて、同期ではあるけれど私より先に昇進したから肩書きは主任だ。

　どうして格下の言うことなんて聞かなきゃいけないの、そんな不満が続出すると思っていたのだが。

「ここ一年の咲島さんの頑張りを見てたら、誰も文句なんて言わないよ。神崎さんがいなくなった後のドタバタを終結させたのって、全部咲島さんだったじゃん」

　彼女が手でグーを作り、コツンと私のお腹に当てる。

　どうやらそれがチームのみんなの総意らしくて、私をリーダーとして受け入れてくれた。というより、私がリーダーをこなせるようにサポートに回ってくれている、と言った方が正しいかもしれない。

　みんなの助けがあるからこそ、私はやっていけるんだ。

「でもいろいろ考えてみたけど、私ってやっぱり、誰かに命令するようなタイプじゃないんだよね」

「あーわかるわかるー！　咲島さんっていつまで経っても下っ端感抜けないよねー！」

　軽く失礼なことを言われて、自覚があっただけに傷ついた。

　気にせず加藤さんは「チョコ食べる？」なんて言ってデスクの上にあったお菓子の箱を差し出してくる。

「まぁ、リーダーだからしっかりしてとは思うけどさー。咲島さんの場合アレだしねー。覚えてる？　入社試験の集団面接で言ってた『みんなから愛される優しい上司』ってやつ」

「え？」

　チョコを口に放り込みながら私がキョトンとして加藤さんを見ると、加藤さんは「覚えてないのー!?」と驚いた顔をした。

「集団面接の『十年後のビジョンを答えろ』っていう質問でさ。周りのみんなが営業成績がどうとか、事業の新規開拓がどうとか小難しいこと話している中で、咲島さんだけは『みんなから愛される優しい上司になりたい』ってぼんやりしたこと答えたんだよ。面接官だった神崎さん、端っこで笑ってたよ」

「そ、そうだっけ!?」

　全然記憶にない。そんなこと、言ったかな？

　そもそも彼が面接官だったことすら、気づかなかったくらいだ。

「そういえば加藤さんって、神崎さんが面接官だったことも覚えてるんだ？　すごいね」

「そりゃあオッサンどもに紛れて超イケメンがいたら気づくでしょ。私、営業二課に配属されてめっちゃテンション上がったもん。あ、あのときのイケメンがいるーって」

　私の場合、ガチガチに緊張してて面接官ひとりひとりの顔を認識している余裕なんてなかったよ。

　あはは、とごまかす私に加藤さんは「まぁいいんじゃな～い？」と適当そうにひらひらと手を振った。

「咲島さんは咲島さんらしく『優しい上司』になればいいと思うよー。人徳だよねー」

「そう……かなぁ？」

「そうそう。私も上は優しい人の方がいいなぁ。ガミガミする上司は嫌い。あ、でも逢沢さんとか神崎さんとか、イケメンに怒られるのは好き！」

　調子のいいことを言いながら私の背中をバシバシと叩く加藤さんに丸め込まれて、私は自分のデスクに戻る。

　座ろうとしたところで「咲島さん、ちょっと」とうしろから呼び止められて振り向くと、少し離れたところから逢沢さんが手招きしていた。

　私がそちらへ向かうと、彼はそのまま誰もいない会議室へと連れていく。

「わざわざこんな場所に呼び出してごめん。内々の話があって」

　申しわけなさそうに目を伏せる逢沢さん。

　三カ月前、私を無理やり押し倒した一件があって以来、逢沢さんはなるべく私とふたりきりにならないように気遣ってくれているみたいだった。

　怯えさせたら悪いと思っているのかもしれない。私自身は、もうそこまで引きずってはいないのだけれど……。

「大丈夫です。内々の話ってなんですか？」

　私が首を傾げると、彼はひとつ咳払いをして「実は」と切り出した。

「内示が出たんだ。俺は二カ月後、営業二課から別の部署へ異動になる」

「え……？」

　異動……？　呆然とする私に逢沢さんがゆっくりと順序立てて説明してくれた。

「元々、異動願を出していたんだ。無事に受理されて、来年創設される新規の部署に配属されることになった。本格稼働する新年度に向けて準備が必要だから、秋からはそちらの業務に専念することになる」

「異動願なんか……出していたんですか……？」

　それって、営業二課に不満があったってことだろうか。もしかして、私のせい……？

　顔色を曇らせた私に逢沢さんは弁解する。

「決してネガティブな理由の異動ではないんだ。ステップアップとして考えている。……これでやっと、なににも縛られることなく、自分らしく仕事ができる」

　そう言う逢沢さんは、吹っ切れたような清々しい表情をしていた。

　もしかしたら逢沢さんは、ずっと神崎さんの影に縛られ続けてきたのかもしれない。

　後任という立場もあって、自分自身も周りも、どうしても神崎さんの存在を意識してしまうから。

「君のプロジェクトを最後までサポートできなくてすまない……ただ、あまり心配はしていないんだけどね。ここ三カ月の様子を見る限り、君はちゃんとやっているし、周りも君のフォローをしてくれているようだし」

「……みなさんのおかげで、なんとか、といった感じです。それから、逢沢さんのサポートがあったので――」

　神崎さんがいなくなった後、私のことを一番に支えてくれたのは逢沢さんだった。

　彼にはどれだけ感謝をしてもしたりないくらいだ。けれど、逢沢さんは「やめてくれ」と私の言葉を遮った。

「当たり前の仕事をしただけだよ。あらためてお礼を言われるようなことじゃない。それに、俺個人としては、君にいくら謝ったって謝り切れないくらいで……」

　彼が言葉に詰まったから、今度は私の方から「いえ……」と言葉を遮った。

「……ここまで育ててくれて、本当にありがとうございました」

　彼は、私への興味は神崎さんへの対抗心だったと言っていた。

　けれど見せてくれた笑顔は私の心を落ち着かせてくれたし、親切は本当に嬉しかった。

　今、ここにいることができるのは、逢沢さんのおかげでもあるのだ。

「……ありがとう。そう言ってくれて」

　柔らかな笑顔とともに差し出された右手に私は握手で応えた。

　どうか、お互いの未来が輝かしいものでありますように。

　さようならの代わりにありがとうの気持ちを詰め込んで、彼の手を強く握り返した。




　金曜日。定時過ぎに会社を出た私は、スーパーに寄って食材を買い、神崎さんの家に向かった。

　同棲しようと言われたけれど、彼の仕事を邪魔するのが嫌で、会うのは週末だけにさせてもらっている。

　神崎さんは不満そうだけれど、今、彼は仕事の過渡期で大切な時期でもあるから、私よりも仕事を優先してほしい、というのがこちらの勝手な願いだ。

　正直、彼の元カノの水上さんに『まだ私が付き合っていた頃の方がマシだったわ』と言われたことが引っかかっていた。

　私のせいで彼の仕事の質が落ちるなんて嫌だ、重荷になんてなりたくない、と意地になっている部分もあるかもしれない。

　お互い休日出勤が多く、会えない週末も多いのだけれど、ちょっとずつでいい、負担にならないように、大人な付き合いを――と一生懸命自分に言い聞かせているところだ。

　本当はもっと、ずっと一緒に……なんて贅沢を言ってしまったら、水上さんに勝てないような気がして、聞き分けのいい大人の女のふりをしていた。

　買い物を終えて神崎さんの家に着いた私は、早速エプロンを付け、夕飯を作り始める。

　リビングのテーブルの上が料理で華やかになってきた頃、神崎さんが仕事から帰ってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま。お、だいぶまともな料理になってきたな」

　リビングのテーブルの上を眺めながら、神崎さんが随分と失礼なことを言う。

　確かに、最初の頃に振る舞った料理はひどかった。

　私の自宅はガスコンロだけれど、この家はＩＨ。炎の大きさを見ながら料理していた私は、ＩＨの火加減ランプではイマイチ掴み切れず、べちゃべちゃで水っぽくなってしまったり、焼きすぎて焦げてしまったり――そのたびに神崎さんに笑われて、すっかり料理ができない女子の烙印を押されてしまったのだ。

「三カ月も経てば、さすがに慣れますから」

　ちょっと頬を膨らませて言い訳すると。

「別に、お前も仕事あるんだし、無理しなくていいぞ」

　ジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩めながら、たいして期待してないみたいなことを言う。たぶん、負担にならないように気を遣ってくれているのだと思うけれど……。

「それでも、早く帰れた日くらいは……」

　好きな人に料理を食べてもらいたいとか、胃袋を掴みたいとか、一応私にだってそういう乙女心はある。

　……神崎さん、合理主義だから、そういうのどうでもいいとか言いそうだなぁ。

　ご飯をお茶碗によそいながらそんなことを考えていると。

「俺のために飯を作れなんて言うつもりはさらさらないんだけどさ」

　気がつけばいつの間にか神崎さんがキッチンの入り口に立っていて、壁にもたれかかりこちらを見つめていた。

「こう、帰ってきて料理が並んでると、いろいろ思うところがあるわけだ」

「はぁ……」

　なんだか意味深な言い回しだ。キョトンと目を丸くしていると、神崎さんがお茶碗の並んだトレイを受け取って、代わりにテーブルまで運んでくれた。

「お前には仕事を優先してもらいたいし、毎日こんな豪勢な食事を作ってくれとは言わないからさ」

　エプロンを外してリビングへ行くと、お茶碗をテーブルに並べ終えた彼が私の元へ来て手を取った。

「せめて、俺が帰ってきたとき、ここにいてくれよ」

　私の左手を取ると、不意に薬指を持ち上げられた。

　指に、するりと滑らせたのは、プラチナの緩やかな曲線に、輝く大きなダイヤモンドが寄り添うリング。

　あまりにも淀みない自然な仕草だったから、一瞬なにが起きたのか理解できなかった。

「神崎さ……」

「いい加減、苗字で呼ぶのやめろって」

　神崎さ――京吾が、伏し目がちに私を叱る。

「……お互い仕事があるし、俺がこんな役職についているせいで、時間を捻出するのが難しいだろ？　お前は少しずつとか言うけど、俺はまどろっこしいことが嫌いなんだ。さっさとケジメ、つけさせろ」

　乱暴にそう言って、私の頬に指先を滑らせる。

　思わず、右手に持っていたエプロンを床に落としてしまったけれど、私の視線は彼に釘づけにされたまま動けない。

「段取りとか、ムードとか、面倒なこと全部すっ飛ばして単刀直入に言う」

　意志の強い瞳を向けられ、心をぎゅっと掴まれた。一心に見つめる私へ、感情をストレートにぶつけてくる。

「俺と結婚してくれ」

　彼らしい、なんの飾り気もない、真っ直ぐな言葉。まさかプロポーズまで、こんなにも面倒くさがりだなんて、笑っちゃう……。

　ふっと唇が緩んで、笑みがこぼれた。なのに、同時に瞳から涙まであふれてきて困ってしまう。

　泣きながら笑うなんて、これはいったいどういうこと？

　私、おかしくなってしまったのかもしれない。全部京吾のせいだ。

「急にそんなこと。心の準備くらい、させてくれればいいのに……」

　さぁこれから夕ご飯だってときに、どうして突然プロポーズなんてするんだろう。不意打ちもいいところだ。

「仕方ないだろ。言いたくなったんだ。俺が家に帰ってきたとき、お前がキッチンで食事を作ってくれている。俺にだって、そんな幸せな生活、ずっと続けばいいって夢見る権利くらいあるだろ」

　照れくさそうに眉を落として、彼はニッと笑みを浮かべる。

　今この瞬間を、京吾は幸せと言ってくれるの？

　私はただ、お料理を作りながら「おかえりなさい」って言っただけなのに。

　私だって、毎日京吾の帰りを待ちながら夕食を作れたら、どんなに幸せだろうって思うよ。

「……もう、七年も前の話だ。面接試験に、マイペースで呑気な回答をする朗らかな女の子がいて、興味を持った」

　それは私のことだろうか。初めて彼の口から聞かされた私の第一印象に、ちょっぴり驚く。

「面白そうだから手元に置いて、ずっと面倒を見続けていたら、いつの間にかそいつは女の子じゃなくて女になってた。退職するとき、清く正しい上司のままで、そいつの前から姿を消そうと思っていた。いつか面倒事が全部片づいたら、あらためてそいつの前に出ていって、今度は上司としてじゃなく、男として口説いてやろうと思ってた」

　突然語り出したのは、私と彼との思い出。そして――彼の本心。

　あの日、彼は立派な上司として私とお別れをしてくれるつもりだったんだ。

　でも、私がそれ以上の関係をねだってしまったから、彼の計画が台なしになってしまった。

「算段が随分狂って、お前を苦しめたけど。昔言ってた〝五年分の責任〟ってやつはちゃんととろうと思ってるからさ。五年、さらに待たせた一年を加えて六年分か。利息つけて十倍の六十年にしてやるから――」

　京吾は私に唇を近づけて、そっと甘く、優しく、誘惑めいた台詞を囁く。

「ちゃんと俺に、責任とらせてくれ」

　そして唇にキスをくれる。いつもの情熱的なものとは違う、誠実な口づけだ。まるで未来に誓いを立てるように、しっかりと温もりを与えてくれる。

「……六十年なんて、長すぎてわかりませんよ」

　ぐすっと鼻を鳴らして、私は彼の胸に顔を埋める。

「……途中で飽きても離してやらないから、覚悟しとけよ」

　そう告げて、京吾は私をぎゅっと抱き締め返してくれた。

　もちろん、私だって彼から離れるつもりなんてない。

　憧れから始まった淡い恋心が、今では確かな愛に変わっているから。

「ずっと、そばにいさせてください」

　彼の大きな背中に手を回し、抱き締めて、胸の中で膨らみ切った愛しさを伝える。

　ずっとこうして生きていこう。ふたりで。

　面倒くさがりなくせに面倒見のいい彼と、面倒見たがりのくせに不器用な私と、ずっとふたりで寄り添って。

　回りくどい愛の囁きや、ロマンティックな言葉なんていらない。

　ただひと言、シンプルに。

「愛してる」

「私もです。愛してます」

　あの、あやまちの一夜に交わした「愛してる」の約束を、今、紛れもない真実に変えて。

　これから先のふたりの未来に、永遠を誓わせてください……。





【ＦＩＮ】
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極上恋夜～この社長、独占欲高めにつき～
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